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つ な ん じ か ん

秋になると現れる…

洗濯物やサッシをくぐり抜けて、室内に侵入

明るい部屋の中をビーンと飛んだり、異臭を放つ。

みなさんはあいつをどうやって捕まえていますか？

ティッシュでつかんだり、粘着テープで密閉したり。

大量になると灯油を入れた瓶に閉じこめるんだとか。

今年は大量なようで…

そんな年は大雪になるとか。

果たしてこの冬はどうなりますやら。
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見て・知って・得をする かわらばん
つなんまちかどスケッチ
ライブラリーコーナー、ペンリレー
つなんの文芸
みんなで編集会議、地域おこし協力隊だより
病院歳時記、年金コーナー、100 日運動、議会コーナー
こんにちは地域包括支援センターです
健康づくりア・ラ・カルト
いきいき大好き津南町
Ｔａｐでいこう！・津南石造物散歩
農業委員会の窓
あどあど通信・ジオサイトを探検し隊！
なじょもん通信・戸籍の窓・広報編集室・津南町の人口

regulars
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10.20
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もくじ -contents-

04 実りの秋の決算報告
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features

町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声
訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧い
ただくか、
詳しくは総務課（℡765-3112）までお問い
合わせください。



広報 4平成28年10月号

目的別
歳　入

33億9,520万円
地方交付税
（43.0％）

13億1,855万円
国・県支出金
（16.7％）

10億4,627万円
町税

（13.3％）

3億3,426万円
繰越金（4.2％）

1億4,465万円
諸収入（1.8％）

7,795万円
分担金負担金
（1.0％）

4億5,980万円
その他（5.8％）

8億3,068万円
町債

（10.5％）

1億9,679万円
地方消費税交付金
（2.5％）

7,110万円
地方譲与税（0.9％） 2,464万円

その他（0.3％）

依
存
財
源
73.9％　　　

　　　自主財源 26.1％
　
　
　
　
　
　

特 
集
Topic

決
算
報
告

実
り
の
秋
の

平成27年度

津南町

平
成
28
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
は
、
一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。

皆
様
が
納
め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
町
の
財
政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計
の
決
算
状
況

歳
入
の
増
減
要
因

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、歳
入

が
78
億
９
，９
８
８
万
円
で
前
年
度
比
７
億
５
，

０
７
４
万
円
の
増（
10.5
％
増
）、歳
出
が
74
億
２
，

５
５
５
万
円
で
前
年
度
比
６
億
１
，０
６
７
万
円

の
増（
9.0
％
増
）と
な
り
、差
引
４
億
７
，４
３
３
万

円
を
平
成
28
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　

長
引
く
経
済
不
況
等
に
よ
り
町
税
は
減
少
傾

向
で
し
た
が
、消
費
税
増
税
の
影
響
も
あ
り
、町
税

全
体
で
は
前
年
度
比
0.3
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
自
主
的
な
収
入
で
あ
る
自
主
財
源

は
20
億
６
，２
９
２
万
円
、前
年
度
比
２
億
１
，

１
８
７
万
円
の
増（
11.5
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
の
う
ち
個
人
町
民
税
は
、２
億
９
，

２
１
２
万
円
で
前
年
度
比
１
，７
１
９
万
円
の
減

（
5.6
％
減
）、法
人
町
民
税
は
、６
，２
３
１
万
円

で
前
年
度
比
４
６
９
万
円
の
増（
8.1
％
増
）と
な

り
ま
し
た
。

▼歳入合計

78億9,988万円

①法人住民税、固定資産税の税収増加、寄付金（ふるさと納税）の大幅増加

②ニュー・グリーンピア津南リフト整備工事により、商工費が増加

③町営住宅建設費や町道除雪委託料の減額により土木費が減少

町 税 の 内 訳
構成比

固定資産税 5 億 8,956 万円 56.4%
町民税（個） 2 億 9,212 万円 27.9%
町民税（法） 6,231 万円 6.0%
町たばこ税 6,198 万円 5.9%
軽自動車税 3,183 万円 3.0%
入　湯　税 847 万円 0.8%

POINT ここがポイント

　

固
定
資
産
税
は
設
備
投
資
増
加
と
新
築
家

屋
の
増
に
よ
り
、前
年
度
比
１
，５
５
６
万
円
の

増（
2.7
％
増
）と
な
り
、軽
自
動
車
税
は
前
年
度

比
７
万
円
の
増（
0.2
％
増
）、た
ば
こ
税（
0.5
％
減
）

と
入
湯
税（
6.2
％
増
）は
、合
わ
せ
て
１
９
６
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、町
税
全
体
で
は

10
億
４
，６
２
７
万
円
で
前
年
度
比
３
３
２
万
円

の
増（
0.3
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。
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16億3,790万円
民生費
（22.1％）

7億7,641万円
土木費
（10.5％） 9億5,579万円

総務費
（12.9％）

6億9,064万円
商工費
（9.3％）

9億831万円
衛生費
（12.2％）

5億7,815万円
教育費（7.8％）

9億6,345万円
農林水産業費
（13.0％）

4億9,126万円
公債費（6.6％）

3億28万円
消防費（4.0％）

2,452万円
災害復旧費（0.3％）

目的別
歳　出

9,884万円
その他（1.3％）

歳
出
の
増
減
要
因

特
別
会
計
の
状
況

　

歳
出
を
目
的
別
に
見
て
み
る
と
、児
童
や
高

齢
者
な
ど
福
祉
関
係
経
費
で
あ
る
民
生
費
の
割

合
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
で
は
、ふ
る
さ
と
納
税
事
務
委
託

料
や
積
立
金
な
ど
に
よ
り
前
年
比
２
億
５
，

８
３
７
万
円
の
増（
37.0
％
増
）と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
で
は
、ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
リ

フ
ト
整
備
等
工
事
な
ど
に
よ
り
前
年
比
４
億
４
，

９
６
９
万
円
の
増（
１
８
６.

６
％
増
）と
な
り

ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、町
営
住
宅
建
設
費
や
町
道
除

雪
委
託
料
の
減
な
ど
に
よ
り
前
年
比
１
億
５
，

９
８
９
万
円
の
減（
17.1
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
で
は
、ハ
ー
ド
事
業
費
の
減
な
ど
に
よ
り

９
，４
６
８
万
円
の
減（
14.1
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

性 質 別 歳 出

▼歳出合計

74億2,555万円

前年度比
人件費 9 億 2,687 万円 − 1.0%
物件費 9 億 2,436 万円 − 2.6%

維持補修費 1 億 9,167 万円 − 20.6%
扶助費 5 億 4,426 万円 − 4.6%

補助費等 16 億 9,801 万円 20.2%
公債費 5 億 2,426 万円 2.3%
積立金 1 億 7,803 万円 3719.5%

投資及び出資金・貸付金 9,372 万円 − 11.4%
繰出金 10 億 5,555 万円 − 1.0%

普通建設事業費 12 億 6,430 万円 37.5%
災害復旧事業費 2,452 万円 − 74.8%

合　計 74 億 2,555 万円 9.0%

会　計　名 歳　入 歳　　出
国民健康保険 13 億 9,265 万円 12 億 8,515 万円

後期高齢者医療 1 億 1,518 万円 １億 1,161 万円
介護保険 17 億 2,492 万円 17 億 1,148 万円
簡易水道 1 億 5,965 万円 1 億 3,455 万円

下水道事業 3 億 7,827 万円 3 億 4,789 万円
農業集落排水事業 2 億 9,642 万円 2 億 7,951 万円

津南病院事業 18 億　798 万円 18 億　54 万円
合　計 58 億 7,507 万円 56 億 7,073 万円

特
別
会
計

　

特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
で
独
立
採

算
が
原
則
で
す
。
必
要
な
財
源
は
、
保
険
料
や

使
用
料
な
ど
の
歳
入
で
確
保
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て

も
、
基
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
す
る
た

め
に
、
一
般
会
計
か
ら
財
源
を
繰
り
出
し
し
て

い
ま
す
。
簡
易
水
道
、
下
水
道
、
農
業
集
落
排

水
の
特
別
会
計
に
は
主
に
交
付
税
措
置
さ
れ
た

起
債
償
還
分
を
繰
り
出
し
し
て
い
ま
す
。
毎
年

の
建
設
事
業
の
量
に
よ
り
大
き
く
増
減
す
る
会

計
で
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢

者
医
療
、
介
護
保
険
の
特
別
会
計
と
病
院
事
業

会
計
は
、
法
律
や
制
度
改
正
の
影
響
を
大
き
く

受
け
る
会
計
で
す
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、津
南
病
院

へ
の
補
助
金
や
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
・

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
な
ど
へ
の
負
担
金

で
あ
る
補
助
費
の
割
合
が
最
も
高
く
な
っ
て
お

り
、16
億
９
，８
０
１
万
円
で
前
年
よ
り
２
億
８
，

５
９
３
万
円
の
増（
20.2
％
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
番
目
が
道
路
工
事
や
公
営
住
宅
建
設
、土

地
の
購
入
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
の
12
億
６
，

４
３
０
万
円
で
、前
年
よ
り
３
億
４
，４
４
９
万

円
の
増（
37.5
％
増
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
番
目
が
国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業
な

ど
の
特
別
会
計
に
一
般
会
計
か
ら
支
出
す
る
繰

出
金
の
10
億
５
，５
５
５
万
円
で
、前
年
よ
り
１
，

０
３
２
万
円
の
減（
1.0
％
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
員
の
給
与
・
手
当
・
福
利
厚
生
費
な
ど
の
人

件
費
は
９
億
２
，６
８
７
万
円
で
、前
年
よ
り

９
４
５
万
円
の
減（
1.0
％
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、業
務
委
託
料
や
光
熱
水
費
、燃
料
費
、修

繕
費
な
ど
の
物
件
費
は
９
億
２
，４
３
６
万
円

で
、前
年
よ
り
２
，４
４
７
万
円
の
減（
2.6
％
減
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費
は

任
意
に
節
減
で
き
な
い
経
費
が
多
い
こ
と
か
ら

義
務
的
経
費
と
呼
ば
れ
、こ
の
性
質
の
経
費
が
占

め
る
比
率
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
財
政
構

造
が
硬
直
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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平成25年度 平成26年度 平成27年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

平成25年度 平成26年度 平成27年度

赤字なし 赤字なし 赤字なし

平成25年度
平成26年度

平成27年度

9.8%
9.5% 9.0%

平成25年度

平成26年度
平成27年度

65.0%
78.0% 73.5%

危ない!!

危ない!!

危ない!!

９
年
連
続
黒
字
で
す

資
金
不
足
比
率
な
し

全
会
計
を
合
わ
せ
て
も

黒
字
で
す

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会
計

の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支
出
）

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

つ
ま
り
、
黒
字
か
赤
字
か
を
判
断

す
る
指
標
で
す
。

　

本
町
は
黒
字
の
た
め
指
標
は
「
な

し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
債
費
と
は
、町
債（
借
金
）の
元

利
償
還
金
で
あ
り
、一
般
会
計
の
ほ
か

簡
易
水
道
・
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水

の
特
別
会
計
、病
院
会
計
に
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、消
防（
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
）や
清
掃（
津
南
地
域
衛
生
施

設
組
合
）な
ど
一
部
事
務
組
合
の
会
計

で
も
元
利
償
還
金
が
あ
り
、町
が
相

当
分
の
負
担
金
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
実
質
的
に
公
債
費
と
と
ら

え
、標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合

を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
債
の
元
利
償
還
金
に
は
そ
の
種

類
に
よ
り
交
付
税
措
置
が
あ
る
た
め
、

実
質
の
公
債
費
と
標
準
財
政
規
模
か

ら
交
付
税
措
置
相
当
分
を
差
し
引
い

て
計
算
し
ま
す
。

　

本
町
は「
9.0
％
」で
あ
り
、平
成
27

年
度
決
算
で
は
県
内
市
町
村
の
う
ち

９
番
目
に
低
い
値
と
な
っ
て
お
り
、低

位
に
あ
り
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、背
負
っ
て
い
る

借
金
等
将
来
負
担
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
を
指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に
は
、町

債
現
在
高（
全
会
計
の
現
在
高
の
ほ
か
、

一
部
事
務
組
合
の
借
金
の
う
ち
津
南

町
の
持
分
の
現
在
高
を
含
む
）や
将
来

の
支
出
が
決
ま
っ
て
い
る
経
費（
国
営

苗
場
山
麓
第
二
地
区
町
負
担
金
な
ど
）、

町
職
員
が
い
っ
せ
い
に
退
職
し
た
と
仮

定
し
た
場
合
の
退
職
金（
退
職
手
当
引

当
金
相
当
額
）な
ど
を
合
計
し
ま
す
。

　

こ
の
合
計
額
か
ら
、貯
金
で
あ
る

基
金
現
在
高
や
町
債
現
在
高
に
係
る

交
付
税
措
置
予
定
額
な
ど
を
差
し
引

い
て
実
質
的
な
将
来
負
担
を
算
出
し

ま
す
。

　

本
町
は「
73.5
％
」と
な
り
、県
内
市
町

村
で
も
低
位
に
あ
り
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
か
ら
み
て
も
低

位
に
あ
り
、健
全
な
水
準
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

実
質
赤
字
比
率
・
連
結
実
質
赤

字
比
率
・
実
質
公
債
費
比
率
・
将

来
負
担
比
率
の
４
つ
の
指
標
を
「
健

全
化
判
断
比
率
」
と
呼
び
ま
す
。

　

自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、
こ

れ
ら
健
全
化
判
断
比
率
と
は
別
に
公

営
企
業
の
経
営
健
全
化
に
つ
い
て
定

め
て
い
ま
す
。

　

公
営
企
業
と
は
、
本
町
の
会
計
で

は
「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農

業
集
落
排
水
」
の
特
別
会
計
と
「
病

院
会
計
」
の
４
つ
の
会
計
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会
計

を
合
計
し
ま
し
た
が
、
資
金
不
足
比

率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額

（
赤
字
額
）
の
事
業
規
模
に
占
め
る

割
合
を
算
出
し
ま
す
。

　

「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業

集
落
排
水
」
の
特
別
会
計
は
黒
字
の

た
め
、
資
金
不
足
比
率
は
「
な
し
」

と
な
り
ま
し
た
。

　

「
病
院
会
計
」
は
、
町
か
ら
運
営

費
を
５
億
３
，
７
７
２
万
円
補
助
す

る
こ
と
に
よ
り
余
剰
額
が
出
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
平
成
27
年
度
も
資

金
不
足
比
率
は
「
な
し
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全
会
計

の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支
出
）

を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模

に
対
す
る
割
合
で
す
。

　

本
町
は
連
結
し
て
全
会
計
の
合
計

も
黒
字
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
指
標

は
「
な
し
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

財
政
状
況

実
質
赤
字
比
率

　

国
・
地
方
と
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
財
政
悪
化
を
可
能

な
限
り
早
い
段
階
で
把
握
し
、
財
政
状
態
の
改
善
に
着
手
さ
せ
る
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
自
治
体
財
政
健
全
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
決
算
か
ら
財
政
の
新
た
な
指
標
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

早
期
健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準
が
定
義
さ
れ
、２
つ
の
基
準
と
の
比
較
で
、

自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政
再
生
基
準
を
超
え

る
と
財
政
再
生
計
画
の
策
定
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
強
制
力
や

総
務
大
臣
の
関
与
が
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

15％以上だと

20％以上だと

25％以上だと

350％以上だと

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率
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項目別一人当たり金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに
広域連携・交流・地域づくりなどに
税金の賦課徴収に
戸籍住民基本台帳管理に
選挙・統計・監査等に

5億 9,615万円
2億2,256万円

4,964万円
3,940万円
4,804万円

58,423円
21,811円
4,865円
3,861円
4,708円

民
生
費

障害者等の社会福祉に
保育所運営等のこどもの福祉に
お年寄りの福祉に

4億 7,113万円
6億3,399万円
5億3,278万円

46,171円
62,131円
52,213円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに
ごみ・し尿の処理に
簡易水道施設費の償還などに
津南病院の整備などに

2億 2,943万円
1億1,968万円

1,393万円
5億4,527万円

22,484円
11,729円
1,366円
53,437円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに
林業振興・林道整備などに

9億 3,762万円
2,583万円

91,888円
2,531円

商
工
費

商工の振興に
観光の振興に

1億 5,595万円
5億3,469万円

15,284円
52,400円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に
道路除雪に
河川の管理に
下水道整備に
町営住宅の建設・管理に

2億 4,430万円
1億5,160万円

82万円
2億3,984万円
1億3,985万円

23,941円
14,857円

80円
23,505円
13,706円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに
小学校教育に
中学校教育に
生涯学習・公民館活動・文化財などに
スポーツの振興に

8,203万円
1億6,030万円

8,515万円
2億1,954万円

3,113万円

8,039円
15,709円
8,345円
21,515円
3,051円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 4億 9,126万円 48,144円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 3億 28万円 29,428円

議　会　費 議会活動に 9,596万円 9,404円

災害復旧費 災害の復旧に 2,452万円 2,403円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 288万円 282円

■ 町民一人当たりに使われたお金は
※平成28年3月31日現在の
　人口10,204人で換算 72万7,709円

町民一人当たり
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歳 入
33億5,772万円

十日町市
13億1,516万円
（39.2％）

 分
担金
及び
負担

金 47.9％
県支出金

5,152万円（1.5％）

繰越金
9,565万円（2.8％）

国庫支出金
5,165万円（1.5％）

諸収入
1,392万円（0.4％）

組合債
15億3,350万円
（45.7％）

その他
414万円（0.2％未満）

津南町
2億9,218万円
（8.7％）

32億7,097万円
歳 出

常備消防費
10億6,509万円
（32.6％）

非常備消防費
2億6,638万円（8.1％）

消防施設費
7,359万円（2.2％）

消防再編計画
事業費

16億1,892万円
（49.5％）

公債費
2億1,888万円
（6.7％）

その他
2,811万円
（0.9％未満）

消防費 9
2.4

％

財
産
の
状
況

町
債
の
状
況

　

町
の
財
産
に
は
役
場
庁
舎
や
学

校
・
保
育
園
な
ど
土
地
・
建
物
の
不

動
産
の
ほ
か
、
山
林
の
立
木
、
町
内

７
箇
所
の
温
泉
権
、
株
券
な
ど
の
有

価
証
券
や
貸
付
金
・
出
資
金
な
ど
に

よ
る
権
利
、
貯
金
で
あ
る
基
金
、
車

両
や
事
務
機
器
な
ど
の
備
品
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成
27
年
度
は
事
業
費
の
増
に
よ

り
１
億
９
，
４
１
２
万
円
基
金
を
取

り
崩
し
ま
し
た
。
土
地
で
は
町
営
住

宅
建
設
用
地
な
ど
の
取
得
が
あ
り
、

面
積
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

消
防
業
務
な
ど

　

町
債
と
は
、町
が
事
業
を
行
う
と

き
、歳
入
の
不
足
を
補
う
た
め
に
、長

期
間
お
金
を
借
り
る
こ
と
に
よ
り
負

う
債
務
で
す
。町
債
の
元
利
償
還
金

に
つ
い
て
は
、災
害
復
旧
の
た
め
の
借

金
が
95
％
、過
疎
対
策
の
た
め
の
借

金
が
70
％
、下
水
道
整
備
の
た
め
の

借
金
が
50
％
な
ど
と
種
類
に
よ
り
率

は
異
な
り
ま
す
が
、後
年
度
に
地
方

交
付
税
と
し
て
措
置
さ
れ
ま
す
。町

の
全
会
計
の
年
度
末
町
債
残
高
は

１
２
４
億
９
，２
１
９
万
円
で
、町

民
一
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
約

１
２
２
万
円
に
な
り
ま
す
。

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,956,312㎡ 0.1％
建　　　物 129,067㎡ 1.6％

山
林

面　　　積 2,041,755㎡ 0.0％
立　　　木 16,396㎡ 0.0％

物　　　権（温泉権） 7 件 16.7％
有　価　証　券 9,285 万円 0.0％
貸　付　金 2 億 4,530 万円 -27.8％

出資による権利 1 億 8,857 万円 0.1％

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0％
山林立木 26,410㎥ 0.0％

預　　　金　　 23 億 2,503 万円 -1.0％
備　　　品 車輌・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 59 億 7,665 万円 7.0％

簡易水道特別会計 5 億　852 万円 1.5％
下水道事業特別会計 34 億 3,908 万円 -5.1％

農業集落排水事業特別会計 24 億 7,357 万円 -6.1％
津南病院事業会計 9,437 万円 -7.5％

合　　　　　　　計 124 億 9,219 万円 0.4％

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、
十
日

町
市
、
津
南
町
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
消

防
や
家
畜
指
導
診
療
所
な
ど
の
運
営
を

行
っ
て
い
る
一
部
事
務
組
合
で
す
。

　

消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら
支
出
し

て
い
ま
す
。

一 般 会 計

平成 28 年度　津南町消防演習

家畜指導診療所特別会計

歳入 歳出 繰越金
4,748 4,485 263

（単位：万円）
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歳 入
4億61万円

組合費 63.
55

％（
2億
5,
45
9万

円
）

十日町市
9,473万円
（23.65％）

栄村
3,151万円
（7.86％）

使用料
及び手数料
3,944万円
（9.84％）

繰入金
4,670万円
（11.66％）

繰越金
4,061万円
（10.14％）

諸収入
1,922万円
（4.80％）

使用料
1,993万円

（4.97％未満）

手数料
1,952万円

（4.87％未満）

財産収入
5万円

（0.01％）

津南町
1億2,835万円
（32.04％） 歳 出

3億6,695万円衛
生

費
 92.20％（3億

3,8
32
万
円
）

塵芥処理費
1億9,403万円
（52.88％）

じんかい

し尿処理費
9,816万円
（26.75％）

議会費
18万円
（0.05％） 斎場費

1,878万円
（5.12％）

総務費
2,845万円
（7.75％）

最終処分場費
1,850万円
（5.04％）

清掃総務費
886万円
（2.41％）

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　

津
南
町
・
十
日
町
市
（
旧
中
里
村
・
旧
松

之
山
町
の
区
域
）・
栄
村
の
３
市
町
村
で
構

成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
等
の
共
同
処
理

を
行
っ
て
い
る「
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
」

の
平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［年間利用実績］

斎　　場　284件（内：津南町168件）前年度比6.4％増

	 　※火葬１件当たりの経費：73,634円（公債費等を除く）

ゴミ処理　ゴミ搬入量：7,534トン（内：津南町3,293トン）前年度比4.0％増

燃えるごみ 6,139トン 埋立ごみ 116トン
金属ごみ 258トン 古紙 743トン
空びん 177トン ペットボトル 26トン空　缶 75トン 白色トレイ

	 　※ゴミ１トン当たりの処理経費：23,102円（公債費等を除く）

し尿処理　総搬入量：3,027㎘（内：津南町1,462㎘）前年度比2.0％減

	 　※１㎘当たりの経費：12,234円（公債費等を除く）　　　　　　

ごみの野焼き・不法投棄には罰則があります！
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律で、不法投棄はもちろんのこと、ごみの野焼きも原則禁止されています。違反する
と、５年以下の懲役もしくは1,000万円以下の罰金またはその両方が科せられます。

ごみの野焼きＱ＆Ａ
Ｑ：田んぼや畑のあぜ草や、稲刈り後のわらは焼いてもいいの？
Ａ：農業、林業又は漁業を営むための、やむを得ないものとして行

われるものは、焼却禁止の例外となっています。だからといっ
て、むやみに燃やして良いということではありません。周辺の
生活環境や気候条件、時間帯等に十分配慮して、近隣の迷惑に
ならないようにしましょう。

Ｑ：家庭のごみをドラム缶や簡易焼却炉で燃やしてもだめなの？
Ａ：燃やすことはできません。野焼きは、地面で直接焼却を行う場

合だけでなくドラム缶やブロック囲い、穴を掘っての焼却など
法で定められた基準を満たしていない焼却炉での焼却も含まれ
ます。

Ｑ：家庭や事務所から出る弁当のからや紙くずなど、ごく少量のものを燃やしてもだめ？
Ａ：燃やす量にかかわらず罰則の対象となります。

※家庭ごみは正しく分別をして、指定された日にごみステーションへ出してください



広報 10平成28年10月号

　

今
年
度
４
回
目
と
な
る
専
門
医
に
よ
る
も
の

わ
す
れ
相
談
会（
認
知
症
相
談
会
）を
開
催
し

ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
事
前
に
福
祉
保

健
課
保
険
班
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
17
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
会
場　

津
南
町
役
場

■
相
談
対
象
者　

本
人
及
び
家
族

■
相
談
医
師　

ほ
ん
だ
病
院
院
長　

稲
月
先
生

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
締
切　

11
月
10
日
㈭

　

た
だ
し
、定
員（
３
名
）が
あ
り
ま
す
の
で
、定

員
に
な
り
次
第
、締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
福
祉
保
健
課
保
険
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

津
南
町
に
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町
に
よ
る

「
出
張
お
し
ご
と
相
談
会
」
と
企
業
の
人
事
担

　

津
南
町
公
民
館
で
は
、パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド
・

エ
ク
セ
ル
）の
基
本
的
な
操
作
等
を
習
得
し
、日

常
生
活
に
有
効
に
活
用
で
き
る
能
力
を
短
期
間

で
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
、「
ワ
ー
ド
初
級

編
」と「
エ
ク
セ
ル
初
級
編
」の
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
第
４
回
も
の
わ
す
れ

相
談
会
の
お
知
ら
せ

出
張
お
し
ご
と
相
談
会
及
び

求
人
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
技
術
を

身
に
つ
け
よ
う
！

～
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
ご
案
内
～

か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

当
者
に
よ
る「
求
人
説
明
会
」を
以
下
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

11
月
24
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階　

大
会
議
室

■
内
容

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
職
業
相
談
や
職

業
紹
介

・
津
南
町
の
企
業
に
よ
る
求
人
説
明

　
（
３
社
程
度
）

※
参
加
希
望
者
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
事
前
申

込
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
２
４
０
７

　

内
容
は
、ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
的
な

操
作
方
法
を
や
さ
し
く
ゆ
っ
く
り
教
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、ワ
ー
ド
初
級
編
、エ
ク
セ
ル
初
級
編
と

も
に
４
日
間
の
参
加
を
原
則
で
、パ
ソ
コ
ン
自

体
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
と
い
た
し
ま
す
。

《
ワ
ー
ド
初
級
編
》

■
日
程　

11
月
22
日
㈫
、11
月
24
日
㈭

　
　
　
　

11
月
29
日
㈫
、12
月
１
日
㈭

《
エ
ク
セ
ル
初
級
編
》

■
日
程　

12
月
６
日
㈫
、12
月
８
日
㈭

　
　
　
　

12
月
13
日
㈫
、12
月
15
日
㈭

《
共
通
事
項
》

■
時
間　

午
後
７
時
～
午
後
９
時

■
会
場　

津
南
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

■
定
員　

各
15
名

■
参
加
費　

各
２
，０
０
０
円

■
申
込
締
め
切
り

　

ワ
ー
ド
初
級
編
：
11
月
11
日
㈮

　

エ
ク
セ
ル
初
級
編
：
11
月
22
日
㈫

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

■
そ
の
他　

パ
ソ
コ
ン
は
各
自
の
持
ち
込
み
で

行
い
ま
す
。

　

ワ
ー
ド
及
び
エ
ク
セ
ル
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は

「
２
０
１
３
」と
し
ま
す
が
、「
２
０
１
０
」及
び

「
２
０
０
７
」で
も
対
応
可
能
で
す
。

　

ま
た
、対
象
の
パ
ソ
コ
ン
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
は

w
indow

s	
７
、８
、8.1
、10
と
し
ま
す
。

　

な
お
、お
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
等
が
分
か
ら
な
い
方
は
、

お
申
込
み
の
際
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

樹
脂
粘
土
を
使
っ
て
本
物
そ
っ
く
り

に
つ
く
る
粘
土
工
芸
で
す
。

■
日
に
ち　

11
月
14
日
㈪
・
15
日
㈫

■
時
間　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
会
場　

津
南
町
公
民
館（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　

２
階
研
修
室

■
参
加
申
込
み
方
法　

津
南
町
公
民
館（
文
化

セ
ン
タ
ー
）（
℡
７
６
５
‐
３
１
３
４
）ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

■
参
加
申
込
締
切　

11
月
４
日
㈮
ま
で

■
参
加
費　

２
，０
０
０
円（
材
料
費
代
）

■
対
象
者　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

■
参
加
人
数　

先
着
８
名

■
講
師　

桑
原
ジ
ン
ダ
ー
ワ
ン
さ
ん

■
お
問
い
合
わ
せ

　

津
南
町
公
民
館

　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

　

日
頃
か
ら
ホ
ッ
ケ
ー
の
練
習
を
し
て
い
る

チ
ー
ム
か
ら
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
感
覚
で
仲

間
と
共
に
楽
し
み
た
い
チ
ー
ム
ま
で
、ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
期　

日　

11
月
20
日
㈰

■
会　

場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
チ
ー
ム
編
成

・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
…
小
学
１
～
３
年
生

成
人
教
育
講
座（
粘
土
ア
ー
ト
②
）

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

第
22
回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
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法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、悩
み
に
つ
い
て
、弁

護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。相
談

料
は
無
料
、お
ひ
と
り（
一
組
）30
分
ま
で
と
な

り
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、弁
護
士
さ
ん
に
相
談

す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。事
前
申
し
込

み
で
す
の
で
11
月
４
日
㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。定
員
に
達
し
し
だ
い
、締
め
切
り
と
な

り
ま
す
。

　

予
定
納
税
と
は
、前
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算
し

た
予
定
納
税
基
準
額
が
15
万
円
以
上
で
あ
る
場

合
に
、原
則
、そ
の
１
／
３
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ

７
月（
第
１
期
分
）と
11
月（
第
２
期
分
）に
納
め

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。第
２
期
分
の
納
付
の

期
限
は
11
月
30
日
㈬
で
す
。期
限
内
に
納
付
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、６
月
中
旬
に

税
務
署
か
ら「
平
成
28
年
分
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
の
予
定
納
税
額
の
通
知
書
」が
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
通
知
書
の
第
２
期
分

の
金
額
が
今
回
納
税
す
る
額
で
す
。

　

な
お
、第
２
期
分
の
予
定
納
税
の
減
額
申
請

を
す
る
場
合
は
、平
成
28
年
11
月
15
日
㈫
ま
で

に「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」に
必
要
事
項

を
記
載
し
た
上
、所
轄
税
務
署
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
税
務
署

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
３
１
８
１

　

建
設
産
業
で
は
、建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
き
、再
生
資
材
と
し
て
利
用
で
き
る
特
定
の

建
設
廃
棄
物（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
、ア
ス
フ
ァ
ル

　
「
熊
本
地
震
の
住
宅
被
害
か
ら
見
え
た
問
題

点
と
こ
れ
か
ら
の
木
造
住
宅
の
耐
震
」と
題
し

た
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
時
間　

11
月
４
日
㈮　

午
後
６
時
～
７
時
半

■
場
所　

い
こ
て（
十
日
町
産
業
発
信
館
）２
階

弁
護
士
に
よ
る

　
　
　
「
無
料
法
律
相
談
」

所
得
税
等
の
予
定
納
税（
第
２

期
分
）の
納
税
を
お
忘
れ
な
く

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

～
建
設
副
産
物　

　

知
恵
と
技
術
で
リ
サ
イ
ク
ル
～

木
造
住
宅
の
安
全
性

（
耐
震
性
）の
講
演
会

・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
…
小
学
４
～
６
年
生

・
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク
…
中
学
生

・
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
…
高
校
生
～
一
般

■
構
成

・
男
性
４
人
、
女
性
２
人
、
補
員
４
人
で
、
女

性
が
２
名
以
上
入
る
こ
と
。（
５
人
１
チ
ー

ム
で
の
参
加
も
認
め
ま
す
が
１
名
以
上
女
性

を
入
れ
る
こ
と
）

・
Ａ
・
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の
監
督
は
必
ず
大
人
が
な

る
こ
と
。
な
お
、
監
督
の
２
チ
ー
ム
以
上
の

掛
け
持
ち
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
Ｃ
・
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
の
監
督
は
選
手
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
チ
ー
ム
編
成
が
難
し
い
場
合
、
出
場
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
の
年
齢
に
満
た
な
い
選
手
が
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

※
詳
し
く
は
総
合
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
チ
ラ
シ

　

ま
た
は
、町
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
表
彰　

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
１
位
か
ら
３
位
ま
で

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
、０
０
０
円

■
申
込
み
締
切　

10
月
31
日
㈪
午
後
５
時
ま
で

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

総
合
セ
ン
タ
ー　

℡	

７
６
５
‐
５
７
７
６

■
講
師　

宮
澤　

健
二（
工
学
院
大
学　

建
築

学
科　

名
誉
教
授
）

■
参
加
費　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
築
士
会
中
魚
沼
支
部
事
務
局（
滋
野
）

　

℡
７
５
７
‐
５
１
１
１

■
日
時　

11
月
９
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
場
所　

津
南
町
役
場　

三
階

■
相
談
内
容　

借
金
、近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、不
動
産
、

交
通
事
故
、労
務
問
題
、相
続
、離
婚
、家
庭
内
ト

ラ
ブ
ル
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
、

悪
質
商
法
な
ど

■
お
申
し
込
み

　

役
場
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

こころの健康相談の
お知らせ

　最近、急に気分が落ち込む、不安で落ち着か
ない、夜眠れない、人に会うのがおっくうだ、
家に閉じこもり気味など、毎日の生活の中での
混乱や不安があるかた、及びご家族の相談に応
じます。
　事前に予約が必要ですので、電話でお申し込
みください。なお、時間を指定させていただき
ますので御了承ください。また、定員がありま
すのでお早めに申し込みください。

■相談日時　11月 29日㈫　午後２時〜４時
■場　　所　津南町役場　３階　第２委員会室
■相談医師　山下メンタルクリニック　　
　　　　　　山下　医師
■申込〆切　11月 24日㈭
　※定員に達しだい〆切と
　　させて頂きます
■問い合わせ先
　役場福祉保健課健康班
　℡ 765-3114

ト
塊
、木
材
な
ど
）の
分
別
解
体
と
リ
サ
イ
ク
ル

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
工
事
に
限
ら
ず
一
般
家
屋
の
解
体
工
事

の
際
、優
良
業
者
の
選
定
や
解
体
業
者
に
適
正

な
分
別
解
体
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
す
な
ど
、皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設
課
土
木
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
６
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留
学
生
に
日
本
語
を
教
え
る
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
す
。今
回
は
、日
本
語
学
習
の
中

級
用
教
科
書「
中
級
を
学
ぼ
う
中
級
前
期
」(

ス

リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）の
各
課
の
ポ
イ
ン

ト
を
一
緒
に
考
え
、ま
と
め
て
い
き
ま
す
。全
て

出
席
し
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。ご
都
合
の
良

　

は
ぐ
く
み
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
推
進
と
、

広
域
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
青
少
年
健
全
育
成

活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、次
の
と
お
り
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
主
催

　

青
少
年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
、十
日
町
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、十
日
町
市
教
育
委
員
会
、津
南

　

３
歳
児
健
康
診
査
で
、む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
は
次
の
か
た
が
た
で
す
。

●
５
月
11
日
実
施

住
所

氏
名

朴
ノ
木
坂

山
田　

愛
莉（
あ
い
り
）

正
面
３
区

髙
橋　

翔　
（
し
ょ
う
）

大
船
団
地

福
原　

円
果（
ま
ど
か
）

大
船
団
地

福
原　

萌
果（
ほ
の
か
）

秋
成

桑
原　

今　
（
い
ま
）

割
野
５
区

丸
山　

瑛
冬（
え
い
と
）

上
段

根
津　

光
佑（
こ
う
す
け
）

逆
巻

上
倉　

佑
月（
ゆ
つ
き
）

上
段

小
野
塚　

さ
く
ら

●
７
月
４
日
実
施

住
所

氏
名

赤
沢
20
区

島
田　

想
愛（
そ
ら
）

赤
沢
20
区

島
田　

侑
愛（
ゆ
あ
）

谷
内
11
区

冨
沢　

佳
音（
か
の
ん
）

割
野
５
区

鈴
木　

陸（
り
く
）

船
山
第
７

富
澤　

春
陽（
は
る
ひ
）

船
山
第
６

矢
萩　

湧
斗（
わ
く
と
）

割
野
４
区

大
平　

彩
心（
あ
や
み
）

貝
坂

大
口　

優
星（
ゆ
う
せ
い
）

割
野
５
区

島
田　

唯
衣（
ゆ
い
）

太
田
新
田

藤
ノ
木　

美
結（
み
ゆ
）

大
割
野
１
‐
５

久
保
田　

千
陽（
ち
は
る
）

赤
沢
16
区

藏
品　

梨
來（
り
く
）

　

標
準
営
業
約
款
制
度

は
、法
律
で
定
め
ら
れ
た

消
費
者（
利
用
者
）擁
護

に
資
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。厚
生
労
働
大
臣
認

可
の
約
款
に
従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し

た
、「
理
容
店
」、「
美
容
店
」、「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
」、「
め
ん
類
飲
食
店
」、「
一
般
飲
食
店
」で
は
、

店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

登
録
店
は
、安
全
・
安
心
・
清
潔
を
約
束
す
る

信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
（
公
財
）新
潟
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
‐
３
７
８
‐
２
５
４
０

国
際
大
学
日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
0
1
6
年
秋
日
本
語
教
育

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
は
ぐ
く
み
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
６
」の
開
催
に
つ
い
て

３
歳
児
健
診
で

む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

『
標
準
営
業
約
款
制
度（
Ｓ
マ
ー

ク
）』を
ご
存
知
で
す
か
！

●
９
月
１
日
実
施

住
所

氏
名

辰
ノ
口

小
野
塚　

百
香（
も
も
か
）

大
船
団
地

大
口　

陽
人（
は
る
と
）

外
丸
４
区

福
原　

健
人（
け
ん
と
）

相
吉
６
区

涌
井　

樹（
た
つ
る
）

大
割
野
３
‐
５

桑
原　

穂
佳（
ほ
の
か
）

城
原
１
区

桑
原　

兵
悟（
ひ
ょ
う
ご
）

正
面
住
宅
団
地

涌
井　

遥
人（
は
る
と
）

割
野
２
区

磯
部　

光
南（
み
つ
な
）

陣
場
下
２
区

山
田　

寛
人（
ひ
ろ
と
）

大
割
野
４
‐
３

志
田　

旭（
あ
さ
ひ
）

●
お
や
つ
の
取
り
方
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

夕
暮
れ
が
早
く
な
る
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

は
、室
内
に
い
る
時
間
が
長
く
な
り
、夕
食
前
に

食
べ
る
お
や
つ
の
回
数
や
量
が
増
え
や
す
く

な
り
ま
す
。家
族
で
、お
や
つ
の
与
え
方
・
選
び

方
を
話
し
合
い
、子
ど
も
の
虫
歯
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
保
健
課
健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

い
回
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時

第
１
回　

11
月
19
日
㈯
午
前
10
時
～
12
時
30
分

第
２
回　
　
　

〃　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

第
３
回　

12
月
３
日
㈯
午
前
10
時
～
12
時
30
分

第
４
回　
　
　

〃　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

第
５
回　

12
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～
12
時
30
分

第
６
回　
　
　

〃　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

■
場
所　

国
際
大
学（
当
日
、正
面
玄
関
の
案
内

板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

■
申
込
締
切　

各
開
講
日
の
３
日
前
ま
で

■
受
講
料　

１
回
１
，０
０
０
円（
コ
ピ
ー
代
含

む
。午
前
、午
後
合
わ
せ
て
２
，０
０
０
円
）

※
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
テ
キ
ス
ト　

当
日
購
入
可
能
。受
講
申
し
込

み
時
に
購
入
希
望
と
お
伝
え
下
さ
い
。

　

２
，２
６
０
円　

※
当
日
お
支
払
い
下
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

国
際
大
学
教
務
事
務
室

　

日
本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
高
橋

　

℡
０
２
５
‐
７
７
９
‐
１
４
９
８

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

■
期
日　

平
成
28
年
11
月
６
日
㈰

　

午
後
２
時
～
４
時（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

■
会
場　

十
日
町
市
市
民
会
館（
学
校
町
一
丁
目
）

■
講
演
内
容

　

演
題　
「
子
ど
も
と
生
き
る
今
を
楽
し
め
て

い
ま
す
か
？　

心
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
、少

し
ゆ
っ
く
り
し
ま
せ
ん
か
」

　

講
師　

佐
久
間	

レ
イ　

氏

■
参
加
費　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
中
央
公
民
館
内
）

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
８
９
１
８
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消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
際
し
、所
得
の
低

い
方
々
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、今
年
度

も
引
き
続
き「
臨
時
福
祉
給
付
金
」が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い

低
所
得
の
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
を
支
援
す

る
た
め
、「
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付

金
」が
併
せ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

《
臨
時
福
祉
給
付
金
》

■
対
象
者

　

給
付
基
準
日（
平
成
28
年
１
月
１
日
）に
お
い

て
次
の
①
、②
に
該
当
す
る
か
た

①
津
南
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い

る
か
た

②
平
成
28
年
度
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

な
い
か
た

※
た
だ
し
、次
の
場
合
は
除
き
ま
す
。

・
平
成
28
年
度
市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
か
た
の
扶
養
親
族

・
生
活
保
護
制
度
の
被
保
護
者

■
給
付
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
，０
０
０
円

《
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
》

■
対
象
者

　

平
成
28
年
度
の「
臨
時
福
祉
給
付
金
」の
対
象

者
で
、障
害
基
礎
年
金
又
は
遺
族
基
礎
年
金
等

の
受
給
者

　

た
だ
し
、今
年
の
高
齢
者
向
け
給
付
金
の
受

給
者
を
除
き
ま
す
。

■
給
付
額　

対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

　

津
南
町
障
害
者
福
祉
施
設（
い
こ
い
の
家
）が

新
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
運
営
を
行
う
こ
と
と
し
、指
定
管
理
者
を

公
募
し
て
い
ま
す
。

■
指
定
期
間

　

平
成
28
年
12
月
１
日
～
平
成
33
年
11
月
30
日

■
公
募
方
法　

福
祉
保
健
課
に
設
置
の
申
込
用

紙
と
、そ
の
他
必
要
と
な
る
添
付
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。詳
し
い
内
容
は
、福
祉
保
健
課
窓

口
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

■
公
募
受
付
期
間　

平
成
28
年
11
月
４
日
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

役
場
福
祉
保
健
課
福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

臨
時
福
祉
給
付
金
等
の

支
給
に
つ
い
て

「
津
南
町
障
害
者
福
祉
施
設
」の

指
定
管
理
者
公
募
に
つ
い
て

《
共
通
》

■
申
請
手
続
き

　

該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
た
に
10
月
中
旬

に
町
か
ら
申
請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。（
申

請
書
は
２
つ
の
給
付
金
を
併
せ
て
１
枚
で
す
。）

支
給
対
象
と
思
わ
れ
る
か
た
で
、申
請
書
類
が

届
い
て
い
な
い
場
合
は
、福
祉
保
健
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

受
け
付
け
た
申
請
書
を
審
査
し
、申
請
日
の

翌
月
末
を
め
ど
に
、申
請
書
に
記
載
し
た
指
定

口
座
に
入
金
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

　

平
成
28
年
10
月
14
日
～
平
成
29
年
１
月
31
日

■
お
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
保
健
課
福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

平
成
26
年
か
ら
、
淑
徳
大
学
教
授
で
科

学
者
の
北
野
大
さ
ん
が
塾
長
を
務
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
「
津
南
・
北
野
大
塾
」
が
、

今
回
、
旧
三
箇
小
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

内
容
は
北
野
大
塾
長
と
及
川
紀
久
雄
副

塾
長
（
新
潟
薬
科
大
学
名
誉
教
授
）
の

ト
ー
ク
の
ほ
か
に
、
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
と
し

て
県
内
外
だ
け
で
な
く
海
外
で
も
活
躍
さ

れ
て
い
る
津
軽
三
味
線
奏
者
の
小
林
史
佳

さ
ん
と
新
潟
高
橋
竹
山
会
長
の
髙
橋
竹
育

さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の
三
味
線
演
奏
会
で

す
。
北
野
さ
ん
と
及
川
さ
ん
の
た
め
に
な

る
楽
し
い
お
話
と
、
圧
倒
さ
れ
る
生
の
三

味
線
の
迫
力
に
秋
の
ひ
と
と
き
酔
い
し
れ

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

10
月
29
日
㈯
午
後
３
時

■
場
所　

	

旧
三
箇
小
学
校
体
育
館

■
内
容　

☆
ト
ー
ク	

北
野
大
塾
長
～
母

親
の
躾
と
弟
北
野
た
け
し
の
こ
と（
予
定
）

及
川
紀
久
雄
副
塾
長
～
野
菜
と
健
康
の
話

★
津
軽
三
味
線
演
奏
会
～
小
林
史
佳

（Fum
iyoshi

）
さ
ん
、
髙
橋
竹
育
さ
ん

※
お
問
い
合
わ
せ
先
～
「
北
野
塾
」

　

三
箇
地
区
開
催
事
務
局　

髙
橋

　

℡
０
９
０
‐
１
４
３
３
‐
６
１
６
９

小林史佳さんプロフィール
　ふるさと新潟に拠点を置き、三味線プレーヤーと
して国内外で演奏活動・講演活動を行っている。音
の響きを大切にする“弾き三味線”奏法を得意とし、
津軽三味線のスタンダード曲はもちろんのこと、近
年は新しい三味線の楽曲作りにも取り組んでおり、
古典を大切なベースとしながらも、伝統芸能の枠を
超えた新しいニッポンの音楽を目指して活動してい
る。2011年には、パリ・ルーブル美術館にて日
本人として初めて演奏を披露。今最も注目の三味線
プレーヤー。

北
野
大
塾

〜
津
軽
三
味
線
演
奏
会
〜

in
三
箇

文化センターホールで公演したこともある史佳さん（左）
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公
共
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
in
津
南

学
生
が

本
気
で
考
え
た

町
へ
の
提
言　

公
共
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
in
津

南
が
、
９
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
ニ
ュ
ー･

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津

南
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
大
学
生
に
よ
る

政
策
コ
ン
ペ
」
が
行
わ
れ
、
全
国
14
大
学

18
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
津
南
町
を
は
じ
め

と
す
る
地
方
、
特
に
降
雪
地
域
が
抱
え
る

課
題
や
問
題
解
決
に
向
け
た
政
策
提
言
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
者
の
視
点
か
ら
、
斬
新
で
独
創
的
な

新
し
い
考
え
を
発
表
い
た
だ
き
、
今
後
の

町
政
発
展
に
対
し
て
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な

る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

こ
こ
で
は
政
策
コ
ン
ペ
の
結
果
や
、
日

本
公
共
政
策
学
会
長
賞
（
最
優
秀
賞
）
受

賞
チ
ー
ム
の
発
表
概
要
な
ど
を
掲
載
し
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇日本公共政策学会長賞（最優秀賞）
明治大学　市川ゼミナール　公共政策班
空き家を助雪し町を元気に！
〜あなたもオーナー「一口家主制度」〜

◇津南町長賞
中央大学	総合政策学部	細野助博ゼミナール
癒される雪国－津南－	〜雪がつなぐ人と人〜

◇津南町議会議長賞
明治大学　木寺ゼミ
地域留学が自然と人をつなぐまち
〜学生がデザインする新しいコミュニティのカタチ〜

◇津南町教育長賞
関西大学　永田ゼミナール
雪資源を活用した湯治文化の再構築による地域活性化策

◇日本公共政策学会特別賞
北九州市立大学　楢原ゼミナール
豪雪地域における「スノープライド」を軸としたまちづくり
－新潟県津南町を事例として－

◇公共政策フォーラム2016in 津南実行委員会特別賞
日本大学　中川ゼミナール
帰省型観光の提案　豪雪地帯が目指す理想のまちづくり

◇ニュー ･グリーンピア津南賞
【予選会第１会場】
日本大学　法学部　岩崎正洋ゼミナール
いつ行ってもいかった津南へ
－雪の結婚式からはじまる白銀の舞台－

【予選会第２会場】
法政大学　廣瀬克哉ゼミナール
「雪室にんじん」で津南を元気に
－雪室を利用した複合的な産業振興を目指して

※ニュー・グリーンピア津南賞は、決勝戦に進めなかった
チームの中から特に優秀であったチームにサプライズで
表彰を行いました。

大学生による政策コンペ　審査結果

■審査論文

　各チームから発表内容をまとめた「小論文」を提出いただき

ました。町ホームページに掲載していますのでご覧ください。
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空
き
家
を
助
雪
し
町
を
元
気
に
！

～
あ
な
た
も
オ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
「
一
口
家
主
制
度
」
～

　

現
在
、
国
内
で
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い

る
市
町
村
は
24
都
道
府
県
５
３
２
市
町
村
に
及

び
、
日
本
の
総
面
積
の
50.

７
％
を
覆
う
。
ま

た
そ
の
う
ち
２
９
１
の
市
町
村
が
特
別
豪
雪
地

帯
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
日
本
は
世
界
の
中
で

も
稀
に
み
る
豪
雪
国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域

は
恒
常
的
な
降
積
雪
に
よ
り
、
住
民
の
生
活
水

準
や
産
業
の
発
展
が
阻
害
さ
れ
て
き
た
。
ウ
ィ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
り
活
性
化
し
て
い
る

地
域
も
あ
る
が
、
知
名
度
の
高
い
一
部
の
地
域

に
限
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

加
え
て
日
本
で
は
、
地
方
に
お
け
る
人
口

減
少
や
過
疎
化
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
日
本
創
生
会
議
に
お
い
て
は
国
内
の
ほ
ぼ

半
数
の
市
町
村
が
消
滅
可
能
性
都
市
と
指
定
さ

れ
た
。
各
地
方
自
治
体
に
は
、
移
住
・
定
住
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
生
み
出

す
事
業
が
早
急
に
求
め
ら
れ
、
ま
た
国
は
様
々

な
補
助
金
等
で
そ
れ
ら
を
支
援
し
て
い
る
。
し

か
し
雪
国
に
お
い
て
は
、
雪
国
で
あ
る
が
故
に

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
多
く
存
在

し
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
人
口
減
少
や
過
疎
化
に

対
応
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
私
た
ち
は
、
雪
国
に
お
け
る

課
題
を
解
決
し
、
そ
の
延
長
線
上
と
し
て
地
方

が
抱
え
る
課
題
に
対
応
で
き
る
事
業
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
た
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
雪

国
に
お
け
る
課
題
の
一
つ
と
さ
れ
る
空
き
家
の

管
理
だ
。
降
雪
期
、
地
域
住
民
は
自
ら
の
生
活

圏
の
除
雪
に
追
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
加
え
空
き

家
所
有
者
・
管
理
者
は
、
空
き
家
の
屋
根
や
そ

の
周
辺
の
除
雪
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
空

き
家
所
有
者
・
管
理
者
の
多
く
が
高
齢
者
と
い

う
こ
と
も
あ
り
負
担
は
大
き
い
。
ま
た
こ
こ
数

年
全
国
の
空
き
家
数
は
急
上
昇
し
、
昨
年
に
は

「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
」
が
策
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
も
、
日
本
が
抱
え
る
早
急
に
解
決
す

べ
き
問
題
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

そ
こ
で
今
回
私
た
ち
は
空
き
家
問
題
の
解
決

策
と
し
て
、
近
年
拡
大
す
る
タ
イ
ム
シ
ェ
ア
型

の
別
荘
や
リ
ゾ
ー
ト
を
参
考
に
「
一
口
家
主
制

度
」
を
提
案
す
る
。
こ
れ
は
都
市
部
の
人
々
に

名
目
上
の
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
空
き
家
を
シ
ェ
ア

し
て
も
ら
い
、
年
間
を
通
し
て
継
続
的
に
都
市

部
と
地
方
を
往
復
し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い

だ
。
改
修
さ
れ
た
空
き
家
を
、
二
地
域
居
住
地

と
し
て
、或
い
は
別
荘
と
し
て
な
ど
、オ
ー
ナ
ー

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
宿
泊
先
と
し
て
利
用
で
き

る
こ
と
が
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
加
え
て

各
地
域
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
オ
ー

ナ
ー
に
特
典
を
付
け
る
こ
と
で
、
そ
の
地
域
の

魅
力
を
体
感
し
第
二
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
愛
着

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、長
期
的
に
は
移
住
・

定
住
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
制
度
を
提
案

し
て
い
く
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
は
日
本

有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る
新
潟
県
津
南
町
を
設

定
し
、
津
南
町
に
お
け
る
「
一
口
家
主
制
度
」

の
実
施
を
検
討
す
る
。

日
本
公
共
政
策
学
会
長
賞
（
最
優
秀
賞
）

受
賞
チ
ー
ム
発
表
概
要

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
明
治
大
学 

市
川
ゼ
ミ

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
終
え
て

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
至
る
ま
で
、
各

チ
ー
ム
が
実
際
に
津
南
町
を
訪
れ
、
実
地

調
査
や
研
究
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
等
を
行
い
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多

く
の
方
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
当
日
は
た
く
さ
ん
の
方
か
ら

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
政
策
コ
ン
ペ
）

を
受
け
て
、
津
南
町
で
は
、
各
チ
ー
ム
か

ら
提
言
さ
れ
た
政
策
に
つ
い
て
今
後
の
町

政
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
、
各
チ
ー
ム
の

政
策
提
言
に
つ
い
て
の
意
見
や
感
想
、
今

後
の
町
政
発
展
に
向
け
た
想
い
な
ど
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　

７
６
５
‐
３
１
１
２ 実行委員長		　小野塚　均

( 津南町 副町長 )



Tsunan  Even t  Ske tch .

つ　な　ん
まちかど
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 お気に入りの一つを求めて
— 9月10日11日　第9回越後妻有クラフトフェア —

 町長「何よりも“町民の皆様に”という姿勢に感銘」
— 10月6日　日本生命津南営業所様より寄付をいただきました —

 中津川運動公園に時計台ができました
— 10月1日　時計台設置 —

 野山を駆けめぐる過酷なレース
— 10月２日　第三回ネイチャーラン —

　毎年100店舗がニュー・グリーンピア津南の芝生に集合。会
場のロケーションもさることながら、実行委員のみなさんの努
力もあり、大変好評を博しています。世界に一つだけの手作り
作品がたくさんありました。

　日本生命津南営業部様では、毎年大割野で行われている
彼岸市でチャリティーバザールを行っています。
　寄付金を手渡した伽賀部長は「社員16人全員でバザー用
品の収集、陳列や接客まで取り組んでいる。少しずつ定着し
てきているので、これからもぜひ続けていきたい。」と助け
合いの精神のたいせつさを話されていました。

　ネイチャーランは７キロ、21キロ、42キロの三つの距離で
行われました。ニュー・グリンピア津南の敷地とその周辺を使っ
たコースは日本一過酷とされる高低差がありますが、そのぶん
途中のエイド（休息所）では水や食糧などの種類も豊富に用意
されています。選手は体重が増えたかも（笑）と話していました。

　平成26年度に苗場自動車様から町へいただいた寄付金
50万円で、中津川運動公園に新たに時計台を設置すること
ができました。10月1日から使用を開始しています。

↑手作りによるほんわかとした作品がたくさん

↑町長へ寄付金を手渡す伽賀吉真営業部長と職員のみなさん

↑選手たちは大自然の中を走り抜けます

↑野球場と陸上トラックの間に設置されました
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 晴れの得意日　今年も晴れました
— 10月10日　歩けあるけ大会 —

 あやしいものは食べない！
— 10月12日　きのこ鑑別講習会 —

 雨の熱戦　１秒差のデットヒート
— 10月９日　新潟日報杯争奪　津南町駅伝大会 —

　参加者は、旧中津小学校をスタートし、ニュー・グリーン
ピア津南までの10Kmを歩きました。
　健康づくりのためや、友達と競争しながら、親子で一緒に
など高原のさわやかな空気の中、それぞれに楽しみながら
歩いていました。

　卓上には180種類ほどの食べられるきのこ、食べられない
きのこが並べられ、講師の滝沢さんが一つひとつ鑑別して
いきました。きのこを鑑別するためには「必ず根本から採っ
て来て欲しい、根本がどうなのか、が意外に判断材料になる
んです」と参加者に呼びかけ、参加者は自分で採ってきたき
のこと見比べながら、滝沢さんの話に聞き入っていました。
これからの季節、クマやハチなどの活動も活発になります。
あやしいきのこには気をつけましょう。

　今年は、わかば保育園をスタートゴールとした、周回コース
による駅伝大会が行われました。沿道にはたくさんの応援の人
たちが見守り、選手の力走に熱い声援を送っていました。
●小学生の部
　１位　中津Ａチーム　２位	　ShinanoAチーム
　３位　芦っ子魂チーム
●一般の部(中学生以上)
　１位　下船渡Ａチーム　２位　上郷Ａチーム
　３位　芦ヶ崎ランナーズチーム

↑見晴らしのいい河岸段丘を背景に一枚

↑講師は日本菌学会会員の滝沢博氏 ↑猛烈な追い上げをかわし、中津 A チームが優勝（小学生の部）

↑２位に２分以上の差をつけた下船渡 A チーム（一般の部）
 月夜とたき火とコンサート

— 10月15日　ほむらまつり —

　なじょもんを会場に行われた「ほむらまつり」は大昔か
ら人の生活に密接に関わってきた、火というものを題材と
したさまざまなイベントが行われました。津南町で活躍す
る７組のアーティストが月あかりでコンサートをするなど、
音楽やたき火を囲んで語らいが生まれました。

↑月夜に照らされて演奏をするつなん火焔太鼓

↑津南町の繁栄を願い、赤フン一丁で練り歩く穂麻良様みこし



1 0 月の新着図書（一部掲載）
【大人の本】
●『ドナ・ビボラの爪　上』
　…………………… 宮本	昌孝／著　中央公論新社
●『ありのままに、ひたむきに 不安な今を生きる』
　……………………… 大谷	光淳／著　PHP研究所
●『叛骨　上』	……………… 津本	陽／著　潮出版社
●『陰陽師　玉兎ノ巻』	…… 夢枕	獏／著　文藝春秋
●『I love letter』	… あさの	あつこ／著　文藝春秋
●『１％の力』	………… 鎌田	實／著　河出書房新社
【子どもの本】
●『うさぎマンション』
　………………… のはな	はるか／作	　くもん出版
●『トリックオアトリート！ハロウィンのえほん』
　…………………… 岡村	志満子／作　くもん出版
●『愛をみつけたうさぎ』
　……………… ケイト・ディカミロ／作　ポプラ社
●『かいものづくし』
　………………… いしだ		えつ子／文　福音館書店
●『くじらのくじらん』	… 市川	宣子／さく	リーブル
●『私のスポットライト』	… 	林	真理子／著	ポプラ社

広報 18平成28年10月号

弥生 ― M a r c h ―

エリック・カイザー／著　グラフィック社

『メゾンカイザーのパンレシピ』

　エリック・カイザーが、秘伝のレシピでパンを上手に
作る秘訣を教えてくれます。基本のパンからこだわりの
パンまで 95種類のレシピが掲載されています。

…
読
書
週
間
に
本
を
読
み
ま
し
ょ
う
…

　

秋
の
読
書
週
間
が
10
月
27
日
㈭
～
11
月

９
日
㈬
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
年
、
一

般
公
募
で
標
語
が
募
集
さ
れ
、今
年
は
「
い

ざ
、
読
書
。」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

既
に
読
書
が
習
慣
に
な
っ
て
い
る
人
に
は
、

当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、普
段
、

あ
ま
り
本
を
読
ま
な
い
人
に
は
、こ
の
期
間

に
本
を
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　

こ
の
読
書
週
間
と
は
、良
書
の
普
及
や
読

書
の
奨
励
を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も

の
で
、大
型
書
店
や
図
書
館
等
で
は
、こ
の

時
期
限
定
の
読
書
フ
ェ
ア
や
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
す
る
の
が
通
例
で
す
。こ
の
た
め
、

普
段
、あ
ま
り
見
か
け
な
い
良
書
が
見
つ
か

り
や
す
い
の
も
こ
の
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
を
注
文

す
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
書
店
や

図
書
館
で
は
本
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
自
分
に
合
っ
た
本
に
出
会

え
る
と
思
い
ま
す
。

…
県
立
図
書
館
の
子
ど
も
本
に
つ
い
て
…

　

町
図
書
室
で
は
、
県
立
図
書
館
の
児
童

書
と
絵
本
１
０
０
冊
の
貸
出
を
10
月
27
日

㈭
～
12
月
９
日
㈮
ま
で
開
催
し
ま
す
。
今

回
の
作
品
は
、
コ
ル
デ
コ
ッ
ト
賞
や
日
本

絵
本
賞
な
ど
を
受
賞
し
た
作
品
で
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
多
く
の
本
を
読
ん
だ
子
ど

も
は
、
本
を
読
ま
な
い
子
ど
も
に
比
べ
て

学
力
が
高
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
定
期
的
に
借
り

て
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
貸
出
は
個
人
だ
け
で
な
く
、
団
体

の
方
に
も
貸
出
を
行
い
ま
す
。
是
非
、
こ

の
機
会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

…
図
書
室
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
…

　

今
年
の
上
半
期（
４
月
～
９
月
）に
図
書

室
で
多
く
読
ま
れ
た
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
一
般
小
説

『
人
魚
の
眠
る
家
』	

東
野	

圭
吾
／
著

『
カ
エ
ル
の
楽
園
』	

百
田	

尚
樹
／
著

『
天
才
』	

石
原	

慎
太
郎
／
著

『
防
諜
捜
査
』	

今
野	

敏
／
著

『
羊
と
鋼
の
森
』	

宮
下	

奈
都
／
著

●
自
然
科
学

『
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
で
「
能
力
」
が
上
が
る
』

『
今
日
が
人
生
最
後
の
日
だ
と
思
っ
て
い
き

な
さ
い
』

『
日
本
医
学
会
会
長
が
教
え
る
医
者
の
健
康
法
』

『
す
べ
て
の
疲
労
は
脳
が
原
因
』

…
図
書
室
の
開
館
時
間・休
館
日
…

■
開
館
時
間　

平　

日　

９
時
～
18
時

　
　
　
　
　

		
土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

■
休
館
日　

10
月
31
日
㈪
・
11
月
28
日
㈪

剣の達人

−大
おおくち

口　真
しん

太
た

郎
ろう

さんから

著者名／藤沢　周平　出版社名／文春文庫

私
は
実
は
以
前
に
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
を

お
願
い
さ
れ
、
そ
の
時
は
や
は
り
藤
沢
周

平
の
代
表
作
「
蝉
し
ぐ
れ
」
を
紹
介
し
た

と
思
う
の
で
す
が
今
回
は
「
隠
し
剣
シ
リ

ー
ズ
」
を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
シ
リ
ー
ズ
は
「
孤
影
抄
」
と
「
秋
風

抄
」
の
２
刊
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
９
篇
か

ら
な
る
短
篇
集
で
す
。
全
て
に
共
通
す
る

の
は
、
主
人
公
は
剣
の
達
人
で
一
撃
必
殺

の
秘
剣
の
使
い
手
で
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
か
っ
こ
良
い
ヒ
ー
ロ

ー
が
登
場
し
て
悪
を
や
っ
つ
け
る
物
語
…

で
は
な
く
。
主
人
公
は
全
て
何
か
し
ら
欠

点
や
汚
名
の
あ
る
さ
え
な
い
人
物
で
あ
り
、

中
に
は
剣
術
な
ど
何
十
年
も
遠
ざ
か
っ
て

い
て
、
秘
剣
の
使
い
方
も
忘
れ
て
家
庭
で

も
回
り
か
ら
も
軽
視
さ
れ
る
主
人
公
。
そ

ん
な
人
物
た
ち
が
引
く
に
引
け
な
い
事
情

に
後
押
し
さ
れ
相
手
に
勝
負
を
挑
み
ま
す
。

結
末
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
ば
か
り
で
な
く
、

ど
こ
か
寂
寥
感
を
感
じ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
お
勧
め
は
最
後
の「
盲
目
剣
谺
返
し
」。

こ
れ
は
数
年
前
に
映
画
化
さ
れ
、
木
村
拓

隠し剣　秋風抄
紹介する本

板
い た

場
ば

　正
ま さ ひ で

英さん （辰ノ口）

広報ライブラリー
今月の１冊

10月 −神
か ん

無
な

月
づ き

−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

田た

ん
ぼ
か
ら
実み

の

り
の
稲い

ね

が
減へ

り
ゆ
く
を

　
　
寂さ

み

し
く
見み

つ
つ
収し

ゅ
う

穫か
く

喜よ
ろ
こ

ぶ	

山
本
光
一

外が
い

灯と
う

に
灯ひ

の
点と

も

り
初そ

め
昏く

れ
て
ゆ
く

　
　
空そ

ら

に
夕ゆ

う

焼や

け
の
朱あ

け

暖あ
た
た

か
し	

津
端
恵
子

帰か
え

り
来き

て
湯ゆ

船ぶ
ね

に
ひ
た
れ
ば
岩い

わ
む
ろ室
の

　
　
硫い

黄お
う

の
に
お
い
の
ほ
の
か
に
立た

ち
ぬ	

貝
澤
圭
子

香こ
う

を
焚た

き
机つ

く
え

に
向む

か
う
吾わ

れ

の
午ご

ご後

　
　
短う

た歌
を
仕し

あ上
げ
て
投と

う
か
ん函
し
た
り	

関
谷
郁
子

始し

業ぎ
ょ
う

前ま
え

の
ロ
ビ
ー
掃そ

う

除じ

の
塵ち

り

の
中な

か

に

　
　
籾も

み
が
ら殻
混ま

じ
る
刈か

り
入い

れ
の
時と

き期	

恩
田
久
美
子

椋む

く鳥
の
巣す

の
数あ

ま
た多
見み

つ
か
る
屋や

ね根
裏う

ら

の

　
　
板い

た

剥は

が
さ
れ
て
柱は

し
ら

の
み
残の

こ

る	
丸
山
直
子

ホ
バ
リ
ン
グ
し
て
は
近ち

か

づ
き
遠と

ほ

ざ
か
る

　
　
鬼お

に

や
ん
ま
つ
ひ
に
網あ

み

戸ど

掴つ
か

み
ぬ	

小
野
寺
恒
代

花は
な
び
ら弁
の
す
じ
透す

け
見み

ゆ
る
大お

お

き
花は

な

の
　
　
　
　

　
　
芙ふ

蓉よ
う

し
ば
ら
く
雨あ

め

に
打う

た
る
る	

高
橋
春
枝

選せ
ん
き
ょ挙
カ
ー
の
放ほ

う
そ
う送
ら
し
き
が
近ち

か

づ
く
と

　
　
思お

も

へ
ば
廃は

い
ひ
ん
か
い

品
回
収し

ゅ
う

車し
ゃ

な
り	

内
山
キ
ク

心こ
こ
ろ

ふ
さ
ぎ
堪た

へ
が
た
く
ゐ
る
今き

ょ
う日
の
吾あ

を

　
　
察さ

っ

し
た
る
ご
と
友と

も

現あ
ら
はる
る	

麻
績
初
恵

自お
の

が
命い

の
ち

絶た

つ
勇ゆ

う

気き

あ
ら
ば
生い

き
ら
れ
る
と

　
　
信し

ん

じ
て
わ
れ
は
日ひ

び日
生い

き
ゆ
か
ん	

滝
沢
勝
枝

白は
く
さ
い菜
の
芯し

ん

の
薄う

す

黄ぎ

の
あ
ざ
や
か
に

　
　
い
よ
い
よ
秋あ

き

が
深ふ

か

ま
り
ゆ
く
か	

風
巻
京
子

石い
し
が
き垣
の
間あ

わ
い

に
咲さ

き
し
鳳ほ

う
せ
ん仙
花か

　
　
は
な
を
弾は

じ

き
て
蜻あ

き

蛉つ

遠と
お

の
く	

鈴
木
綾
子

緑み
ど
り

著し
る

き
苔こ

け

の
上へ

に
散ち

り
溜た

ま
り
た
る

　
　
紅も

み
ぢ葉
乾ひ

反そ
り

葉は

く
れ
な
ゐ
と
ど
む
（
苔
寺
）	

萩
原
光
之

長
生
学
園

雨あ
め

な
れ
ど
車し

ゃ

中ち
ゅ
う

の
笑え

顔が
ほ

想そ
う
ぞ
う像
し

　
　
修し

ゅ
う

学が
く

旅り
ょ
こ
う行
の
無ぶ

じ事
ひ
た
祈い

の

る	

島
田
　
眞
之

個
人

赤せ
き
は
ん飯
や
饅ま

ん

頭じ
ゅ
う

を
食は

み
施し

設せ
つ
び
と人

　
　
笑え

顔が
お
た
の樂
し
き
一ひ

と
と
き時
あ
り
て	

「
敬
老
会
」	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

少し
ょ
う

年ね
ん

に
も
ど
る
寝ね

息い
き

の
帰き

省せ
い

か
な	

千
年
雄

書か
き
つ
け付
の
小こ

筆ふ
で

の
馴な

じ染
む
今け

さ朝
の
秋あ

き	

れ
い
子

朝あ
さ
が
お顔
や
ゴ
ー
ル
の
屋や

ね根
で
空そ

ら
あ
お仰
ぐ	

壽
　
子

足あ
し

を
す
り
手て

を
す
る
蝿は

え

を
打う

ち
に
け
り	

房
　
良

盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

会え

寺て
ら

は
大お

お

戸ど

を
開あ

け
放は

な

つ	

芳
　
司

雨あ
め

は
じ
く
女お

ん
な

神み

輿こ
し

の
肩か

た
し
ろ白
し	

美
　
恵

新し
ん

豆と
う

腐ふ

水み
ず

に
放は

な

て
る
手て

の
柔や

わ

し	

渡
　
舟

ま
だ
生い

き
て
い
る
ぞ
の
背せ

の伸
び
し
て
土ど

用よ
う	

酔
　
花

静し
づ

け
さ
を
な
お
引ひ

き
立た

て
て
虫む

し

の
声こ

え	

守
　
人

蜻と
ん
ぼ
う蛉
の
何な

に

も
言い

は
ず
に
帰か

え

り
け
り	

東
　
川

村む
ら

祭ま
つ
り

当あ
た

ら
ぬ
籤く

じ

を
待ま

ち
て
雨あ

め	

冬
詩
子

朝あ
さ
ぞ
ら空
の
雲く

も

の
か
た
ち
も
秋あ

き

め
き
ぬ	

妙
　

チ
チ
ロ
鳴な

く
母は

は

と
過す

ご
し
た
里さ

と

の
家い

え	

貞
　

也
さ
ん
が
主
演
を
し
た
「
武
士
の
一
分
」

の
原
作
で
す
。
内
容
は
映
画
を
見
た
人
な

ら
い
う
事
も
無
い
で
す
が
、
こ
の
作
者
に

し
て
は
め
ず
ら
し
く
心
温
ま
る
、
読
み
終

わ
っ
た
時
に
胸
が
熱
く
な
る
お
話
で
す
。

私
は
兄
が
好
き
だ
っ
た
影
響
で
司
馬
遼

太
郎
、
池
波
正
太
郎
と
言
っ
た
時
代
小
説

は
昔
か
ら
よ
く
読
ん
だ
の
で
す
が
、
藤
沢

周
平
は
読
ん
だ
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

藤
沢
周
平
と
の
出
合
い
は
少
し
は
っ
き
り

し
ま
せ
ん
が
昔
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
「
蝉
し

ぐ
れ
」
が
、
内
野
聖
陽
・
水
野
真
紀
主
演

で
あ
り
、
そ
の
ド
ラ
マ
を
見
て
か
ら
だ
っ

た
か
、
見
る
前
だ
っ
た
か
記
憶
が
定
か
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
兄
に
勧
め
ら

れ
て
小
説
を
見
た
の
が
最
初
だ
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

「
蝉
し
ぐ
れ
」
で
藤
沢
周
平
に
ハ
マ
っ

て
し
ま
い
、
そ
れ
か
ら
は
本
屋
で
片
端
か

ら
藤
沢
周
平
の
作
品
を
探
し
て
読
ん
だ
の

を
思
い
出
し
ま
す
。
今
ま
で
藤
沢
周
平
を

読
ん
だ
事
が
無
い
か
た
に
、
こ
の
ペ
ン
リ

レ
ー
を
き
っ
か
け
に
藤
沢
周
平
作
品
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
き
っ
と
ハ
マ
り
ま
す
よ
！

次
は
、
ご
近
所
で
い
つ
も
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
福
崎
や
う
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
ま
わ
り

（
九
月
二
十
日
～
二
十
一
日
上
郷
小
、東
京
旅
行
）
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三
箇
地
区
で
は
、
10
月
２
日
㈰
に
「
ド
ラ
ム

缶
で
焼
こ
う
！
み
ん
な
で
ピ
ザ
作
り
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
倉
庫
に
転
が
っ
て
い
た
ド
ラ
ム
缶

を
見
て
、
思
い
付
き
で
始
ま
っ
た
ド
ラ
ム
缶

ピ
ザ
窯
作
り
。
春
に
窯
を
作
っ
て
か
ら
、
何
度

も
改
良
を
重
ね
て
き
て
、
や
っ
と
み
な
さ
ん
に

お
披
露
目
で
し
た
。
窯
作
り
に
は
地
域
の
大
工

さ
ん
の
手
を
借
り
、
試
運
転

す
る
度
に
直
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
ピ
ザ
の
生
地
作
り
に

は
、
地
域
の
料
理
上
手
な
お

母
さ
ん
た
ち
や
お
父
さ
ん
た

ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

き
、
い
ろ
い
ろ
な
生
地
で
試

し
焼
き
を
行
い
ま
し
た
。
当

日
も
ト
ッ
ピ
ン
グ
は
持
ち
寄

り
、
お
う
ち
の
畑
で
採
れ
た

野
菜
か
ら
山
で
採
っ
て
き
た

キ
ノ
コ
、
自
家
製
ベ
ー
コ

ン
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
と
チ
ョ
コ

な
ど
の
デ
ザ
ー
ト
系
ま
で
、
豊
富
な
具
材
が
集

ま
り
ま
し
た
。（
皆
さ
ん
被
ら
な
い
の
が
ま
た

す
ご
い
！
）
何
を
乗
せ
た
ら
お
い
し
い
か
、
み

ん
な
で
わ
い
わ
い
言
い
な
が
ら
ピ
ザ
を
作
る
の

は
本
当
に
楽
し
い
で
す
。
ま
た
、
火
加
減
は
ど

れ
く
ら
い
が
い
い
の
か
、
熱
効
率
を
上
げ
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
さ
ら
に
お
い
し
い
ピ

ザ
を
焼
く
た
め
に
あ
ー
だ
こ
ー
だ
と
い
ろ
い
ろ

試
し
な
が
ら
、
う
ま
く
焼
け
た
と
き
に
は
歓
声

が
上
が
る
く
ら
い
で
し
た
。
窯
の
周
り
に
は
自

然
と
お
父
さ
ん
た
ち
が
集
ま
り
、
さ
ら
な
る
改

良
に
向
け
て
話
し
合
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
も

お
父
さ
ん
た
ち
を
真
似
て
薪
を
く
べ
た
り
、
お

母
さ
ん
た
ち
は
ピ
ザ
に
飽
き
れ
ば
パ
ン
を
作
っ

て
み
た
り
、
参
加
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
が
能
動

的
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
成

り
立
ち
ま
し
た
。
私
は
発
起
人

と
い
う
だ
け
で
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
三
箇
地
区
の
皆
さ
ん
の
力
が

な
け
れ
ば
で
き
な
い
イ
ベ
ン
ト

だ
っ
た
の
で
す
。
完
璧
で
は
な
い

か
ら
こ
そ
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の

力
が
加
わ
り
関
わ
り
が
生
ま
れ
、

つ
な
が
り
が
で
き
て
い
く
、
そ

の
小
さ
な
き
っ
か
け
に
な
れ
て
い

た
ら
い
い
な
と
思
う
の
で
し
た
。

そ
し
て
、
次
回
は
さ
ら
に
お
い

し
い
ピ
ザ
を
焼
き
ま
し
ょ
う
！

　
（
三
箇
地
区
：
松
本
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

今
年
も
雪
国
つ
な
ん
だ

よ
り
、
つ
く
り
ま
す
。
昨

年
は
プ
ロ
の
ラ
イ
タ
ー
や

カ
メ
ラ
マ
ン
の
指
導
し
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
住
民
だ
け
で
独
力
で

や
っ
て
み

ま
す
。
昨
年
の
よ
う
に
出
来

の
い
い
も
の
に
な
ら
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
精
一
杯

考
え
な
が
ら
、
楽
し
み
な
が

ら
つ
く
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

公
募
で
集
ま
っ
た
町
民
で

「
み
ん
な
で
編
集
会
議
」
を

開
催
。
今
年
初
回
と
な
る
会

議
で
は
、
ま
ず
冊
子
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
ど
ん
な
こ
と
が
や
り
た

い
か
、
み
ん
な
で
話
し
ま
し

た
が
、
自
然
に
話
題
は
冬
の

こ
と
に
。
と
い
う
こ
と
で
わ

り
と
ス
ム
ー
ズ
に
テ
ー
マ
を

「
冬
、
雪
」
と
す
る
こ
と
に

決
定
！

冬
に
な
る
と
ニ
ュ
ー
ス

で
露
出
す
る
こ
と
も
増
え

る
「
津
南
」。
都
会
の
人
か

ら
し
た
ら
一
体
ど
ん
な
暮
ら

し
を
し
て
い
る
の
か
ギ
モ
ン

に
思
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
？
実
際
の
と
こ
ろ
、
意

外
と
フ
ツ
ー
に
暮
ら
せ
て
い
る
が
、
で
も

ち
ょ
っ
と
掘
り
下
げ
る
と
、
独
特
な
こ
と
が

い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
ん
な
津
南

の
冬
に
ま
つ
わ
る
イ
ロ
イ
ロ
を
紹
介
す
る
企

画
を
考
え
ま
す
。

津
南
町
情
報
発
信
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
フ
ジ
ノ
ケ
ン

つなGO! プロジェクトのフェイスブックページもあります。みんなで編集会議の様子も随時アップしていますので、
いいね！をよろしくお願いします！
https://www.facebook.com/tsunagotsunan

TSUNAN
みんなで

編集会議

つなGO!プロジェクト
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ド
ラ
イ
ア
イ
の
３
コ
ン

ご
存
じ
で
す
か
？

眼
科
外
来
　
看
護
師
　
　
栁
澤
博
美

ド
ラ
イ
ア
イ
に
は
、
目
の
乾
燥
感
、
か
す
み
目
、

充
血
、
痛
み
、
疲
れ
な
ど
様
々
な
目
の
症
状
に
加

え
、
頭
痛
や
肩
こ
り
な
ど
の
症
状
も
起
こ
り
ま
す
。

症
状
軽
減
や
予
防
の
た
め
、
こ
の
時
期
の
暖
房

器
具
（
エ
ア
コ
ン
）、
パ
ソ
コ
ン
（
携
帯
電
話
）、

コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の
使
用
に
は
、
注
意
が
必
要

で
す
。
対
策
と
し
て
、
加
湿
器
を
使
っ
た
り
、
水

分
を
摂
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
現
代
は
情
報

社
会
で
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
は
必

需
品
で
す
。
使
用
中
は
、
ま
ば
た
き
の
回
数
が
減

り
ま
す
の
で
、
時
々
休
息
を
取
っ
て
下
さ
い
。
ま

た
、
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
や
眼
鏡
の
不
具
合
が
な

い
か
、
定
期
受
診
も
必
要
で
す
。

人
は
、
目
に
支
障
を
き
た
す
と
、
日
常
生
活
も

不
便
に
な
り
ま

す
。
３
コ
ン（
エ

ア
コ
ン
、
パ
ソ

コ
ン
、
コ
ン
タ

ク
ト
）
に
気
を

つ
け
、
大
切
な

目
を
労
っ
て
下

さ
い
。

＜実施された行事＞
〔９月〕
	24日～25日	 公共政策フォーラム2016in津南
	 26日	 十日町地域広域事務組合議会
	28日～29日	 新潟県町村議長会議長会議（出雲崎町）
〔10月〕
	 1日	 栄村村制施行60周年記念式典
	 5日	 全員協議会
	 5日	 十日町市・津南町・栄村議会連携協議会
	 7日	 町づくり応援隊との懇談会（産業建設常任委員会）
	 12日	 建策要望事項検証会（産業建設常任委員会）
	 12日	 津南町建築協議会との懇談会（産業建設常任委員会）

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
納
付
し
た
保
険
料
が
該
当
し
ま
す
）。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
か
た
に
対
し
、『
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
』
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
こ
の
証
明
書

（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
の
国
民
年

議会コーナー

病
院
歳
時
記

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
か
た
に
は
、

来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た

控
除
証
明
書
を
添
付
の
上
、
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

紛
失
等
の
場
合
は
再
発
行
が
可
能
で

す
が
、
役
場
で
は
発
行
で
き
ず
、
年
金

事
務
所
を
ご
案
内
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
大
切
な
も
の
で
す
の
で
、
な
く
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

	
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

主な運動：健骨体操、ウォーキング、ラジオ体操、
ランニング、ホッケー他

	 4400日	石橋玲子（陣場下）	
	 4100日	高橋美佐子（見玉）	
	 3800日	涌井元實（宮野原）	
	 3300日	柳沢　茂(陣場下）	
	 2400日	鈴木カヨ(船山新田）	
	 2200日	和久井かつ子(大割野）	
	 1500日	若井栄一(穴山）	

	 1100日	渡辺秀子(正面）
		1000日	久保田ナツ（小下里）
	 	根津ミサ(小下里）	
	 800日	半戸琉哉(朴木沢）	
	 400日	涌井直治(段野団地）	
	 300日	樋口キノイ(船山）	

健康体力づくり100日運動
	 15日	 東京津南郷会創立60周年記念式典
	 17日	 建策要望事項検証会（総文福祉常任委員会）
	 18日	 十日町地域シルバー人材センター設立30周年記念式典
＜今後予定されている行事＞
〔10月〕
　20,21,24,25日　住民・議会懇談会
	 28日	 新潟県町村議会議長会正・副議長、委員長研修会（新潟市）
〔11月〕
	 4日	 県町村自治に関する研修会（新潟市）
	 4日	 町村長と町村議長との意見交換会（新潟市）
	 5日	 津南町農協合併50周年記念式典
	 8日	 全員協議会
	 8日	 町内介護施設視察（総文福祉常任委員会）
	9日～ 10日	 全国議長会議（東京都）
	 13日	 狭山大茶会

『
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　
　
控
除
証
明
書
』が
発
行
さ
れ
ま
す
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

皆
さ
ん
は
、出
掛
け
る
用
事
の
な
い
日
に「
プ

チ
閉
じ
こ
も
り
」
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
こ

れ
は
、
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
関
係
す
る
こ
と
で
す
。

休
日
に
う
っ
か
り
寝
坊
し
て
パ
ジ
ャ
マ
の
ま

ま
朝
食
を
食
べ
て
い
た
ら
、
急
な
来
客
が
！
ど

う
し
よ
う
。
食
卓
も
片
付
い
て
い
な
い
し
、
顔

も
洗
っ
て
い
な
い
わ
！
と
、
焦
っ
て
し
ま
っ
た

な
ん
て
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

特
に
、
毎
日
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
過
ご
す
こ

と
の
で
き
る
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
プ

チ
閉
じ
こ
も
り
」
が
本
当
の
「
閉
じ
こ
も
り
」

に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
…
。

今
回
は
そ
ん
な
「
プ
チ
閉
じ
こ
も
り
」
を
見

直
す
生
活
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
１
：
部
屋
着

日
中
も
寝
る
と
き
の
格
好
で
過
ご
し
た
り
、

そ
の
ま
ま
で
は
外
出
で
き
な
い
服
装
を
し
て
い

ま
せ
ん
か
？

ポ
イ
ン
ト
２
：
生
活
リ
ズ
ム

生
活
リ
ズ
ム
を
乱
し
て
、
外
出
や
家
族
・
友

今
年
は
「
認
知
症
予
防
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
、
日
本
体
育
大
学
保
健
医
療
学
部
教
授
の
小

野
塚
實
先
生
か
ら
「
認
知
症
予
防
～
認
知
症
に

な
り
た
く
な
い
！
誰
に
で
も
で
き
る
予
防
法

は
？
～
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

当
日
は
１
０
０
名
ほ
ど
の
来
場
者
が
あ
り
、

ス
ト
レ
ス
と
認
知
症
の
関
係
や
噛
む
こ
と
で
認

知
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
の
中
で
取
り
入
れ
や
す
い
内
容
の
認

知
症
の
予
防
方
法
を
知
る
と
と
も
に
、
現
在
自

分
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
認
知
症
の
予
防
に
役

立
つ
の
だ
と
再
確
認
で
き
た
と
い
う
感
想
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
介
護
保
険
事
業
所
の
利
用
者

の
皆
さ
ん
か
ら
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
「
に
ん

こ
っ
こ
」
の
貼
り
絵
を
、
当
日
の
会
場
に
展
示

し
ま
し
た
。
こ
の
「
に
ん
こ
っ
こ
」
の
貼
り
絵

は
、
11
月
３
日
（
木
・
祝
）
の
健
康
ま
つ
り
で

も
展
示
予
定
な
の
で
、
ご
覧
に
な
れ
な
か
っ
た

か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
に
あ
り
ま
す
第
32
回

津
南
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
、
認
知
症
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
に
よ
る
劇
団「
た
っ
し
ゃ
だ
会
」

が
出
演
し
ま
す
。

今
回
も
、
サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
が
く
り
広
げ
る

認
知
症
テ
ー
マ
の
劇
で
、
タ
イ
ト
ル
は
「
フ
ネ

の
も
の
わ
す
れ　

～
認
知
症
予
防
～
」
で
す
。

町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
職
員
な
ど
、
有

志
の
メ
イ
ト
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
午
後
２
時

過
ぎ
か
ら
の
予
定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？

「
プ
チ
閉
じ
こ
も
り
」

８
月
20
日
㈯
に
、

第
７
回
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

あ
り
ま
し
た

認
知
症

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
劇
団

「
た
っ
し
ゃ
だ
会
」

こんにちは

津南町地域包括
支援センター
765-5455

人
な
ど
と
の
交
流
を
難
し
く
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

ポ
イ
ン
ト
３
：
季
節
感

年
賀
状
な
ど
の
季
節
の
あ
い
さ
つ
を
は
じ
め
、

生
活
に
季
節
感
の
あ
る
習
慣
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
か
？

ポ
イ
ン
ト
４
：
身
だ
し
な
み

整
髪
や
ひ
げ
の
手
入
れ
、
化
粧
や
歯
磨
き
な

ど
を
日
課
に
し
て
い
ま
す
か
？
歯
科
健
診
は
定

期
的
に
受
け
て
い
ま
す
か
？

ポ
イ
ン
ト
５
：
運
動
習
慣

足
腰
の
丈
夫
さ
は
、
転
倒
・
骨
折
の
不
安
を

解
消
し
、
外
出
の
意
欲
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

足
腰
の
元
気
を
維
持
す
る
た
め
の
運
動
や
体
操

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
か
？

さ
ら
に
、「
閉
じ
こ
も
り
」
と
運
動
不
足
が

重
な
る
こ
と
は
、
寝
た
き
り
や
認
知
症
へ
の
近

道
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

い
つ
で
も
す
ぐ
に
外
出
で
き
る
よ
う
、
心
も

か
ら
だ
も
準
備
万
端
で
い
ら
れ
る
と
、
閉
じ
こ

も
り
の
解
消
と
と
も
に
、
活
動
的
な
秋
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

津南町認知症見守り
支援マスコットにんこっこ
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痩
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
理
由
!!

私
を
ご
存
じ
の
方
は
み
な
イ
メ
ー
ジ

と
し
て
ぽ
っ
ち
ゃ
り
を
想
像
さ
れ
る
と

思
い
ま
す
。
今
ま
で
、
私
自
身
も
そ
の

イ
メ
ー
ジ
を
壊
さ
ぬ
よ
う
日
々
努
力
し

て
い
た
わ
け
で
す
が
、
今
年
50
歳
を
迎

え
、
少
し
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
も
、
家
か
ら
い
な
く
な
り
、

急
に
寂
し
く
な
っ
た
昨
年
。
忙
し
い
合

間
に
子
供
た
ち
を
眺
め
て
い
る
こ
と
に

幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
張
り
合

い
も
な
く
な
れ
ば
穴
に
な
る
だ
け
。
必
然
的
に

埋
め
た
い
欲
求
に
か
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ

れ
ま
で
そ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ
て
い
な
か
っ
た
農

業
が
、
そ
の
気
晴
ら
し
に
な
り
始
め
て
お
り
ま

し
た
。

体
重
激
増
…
人
生
の
危
機
!!

し
か
し
な
が
ら
、
一
生
懸
命
や
り
た
い
と
思

え
ば
思
う
ほ
ど
、
息
切
れ
し
、
長
く
続
か
な

い
。
こ
り
ゃ
ま
い
っ
た
。
何
が
原
因
か
…
そ
う

い
う
時
は
現
実
を
直
視
し
よ
う
と
し
て
い
ま
せ

ん
か
ら
、
単
純
に
年
の
せ
い
だ
と
思
う
わ
け
で

す
。
そ
し
て
冬
に
な
り
、
雪
掘
り
を
頑
張
ろ
う

と
思
っ
た
ら
記
録
的
な
小
雪
で
す
。
つ
い
つ
い
、

屋
根
に
上
ら
な
い
で
し
ま
い
ま
し
た
。
除
雪
も

す
ぐ
終
わ
り
、
楽
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
た
。

と
は
い
え
相
変
わ
ら
ず
の
暴
飲
暴
食
。
ふ
と

気
が
付
い
て
、
久
し
ぶ
り
に
タ
ニ
タ
の
体
重
計

に
乗
っ
て
み
て
愕
然
。
73
㎏
。
た
ま
げ
ま
し
た

ね
。
会
社
の
健
康
診
断
か
ら
5
㎏
く
ら
い
増
え

て
る
。
50
歳
に
し
て
人
生
で
マ
ッ
ク
ス
。

よ
う
や
く
現
実
を
直
視
。
去
年
あ
ん
な
に
大

変
だ
っ
た
百
姓
が
さ
ら
に
つ
ら
く
な
る
…

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
挑
戦
…

　
　
　
　
　
　

効
果
あ
り
!!

さ
て
、
そ
れ
か
ら
が
怒
涛
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

始
ま
り
で
す
。

ま
ず
、
春
の
チ
ー
ム
百
万
歩
に
会
社
の
同
僚

と
参
加
。
１
回
じ
ゃ
た
り
な
く
て
、
２
回
目
も

達
成
し
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
継
続
で
夜
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
。
そ
し
て
、
５
月
中
旬
に
な
る
と
家

業
の
ア
ス
パ
ラ
収
穫
。
４
時
起
き
で
、
収
穫
中

歩
く
の
を
換
算
す
る
と
２
㎞
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
、

朝
の
ス
ト
レ
ッ
チ
に
は
最
高
。
そ
れ
が
毎
日
１

か
月
半
。
そ
れ
か
ら
、
老
後
の
こ
と
を
考
え
て
、

ア
ス
パ
ラ
の
新
植
を
し
た
の
で
す
が
、
根
元
の

草
取
り
を
延
々
２
反
歩
。
終
わ
れ
ば
ま
た
最
初

か
ら
。
こ
れ
も
き
つ
か
っ
た
で
す
が
ダ
イ
エ
ッ

ト
効
果
有
り
。

そ
う
し
て
少
し
や
せ
て
く
る
と
、
草
刈
り
機

で
の
草
刈
も
楽
し
く
な
る
。
水
分
補
給
は
マ
メ

に
行
う
と
し
て
、
こ
れ
が
２
～
３
時
間
で
３
千

歩
か
ら
歩
く
。
今
年
は
い
つ
も
よ
り
草
の
威
勢

が
よ
か
っ
た
の
で
、回
数
こ
な
し
体
重
減
に
貢
献
。

食
の
ほ
う
で
も
、
夜
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
パ
ッ
ク

の
半
分
食
べ
る
。
冷
や
飯
を
食
べ
る
。
ラ
ン
ニ

ン
グ
も
夕
食
後
に
30
分
以
上
走
る
。
テ
レ
ビ
で

や
っ
て
い
た
、
い
い
と
言
わ
れ
る
も
の
で
で
き

る
こ
と
は
片
っ
端
か
ら
試
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
10
月
1
日
、
会
社
恒
例
の
健

康
診
断
。
こ
れ
ほ
ど
待
ち
遠
し
か
っ
た
こ
と
は

い
ま
だ
か
つ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
最
初
の
診
断
が

体
重
測
定
。

「
60
㎏
で
す
。
お
痩
せ
に
な
り
ま
し
た
ね
。」

も
う
、
こ
の
お
言
葉
待
っ
て
ま
し
た
。
昨
年

測
定
時
か
ら
マ
イ
ナ
ス
８
㎏
。
ウ
エ
ス
ト
は
マ

イ
ナ
ス
８
㎝
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
何
よ
り
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
楽
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
続
く
…
健
康
づ
く
り

こ
れ
か
ら
、
親
の
介
護
な
ど
の
心
配
を
し
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
自
分
自
身
も
遠
か
ら

ず
介
護
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
介
護
す
る
立

場
で
言
え
ば
、
介
護
す
る
人
は
軽
い
ほ
う
が
楽
。

自
分
が
軽
く
な
れ
ば
、
い
ず
れ
お
世
話
に
な
る

介
護
し
て
く
れ
る
人
も
楽
に
な
る
だ
ろ
う
と
考

え
、
さ
ら
に
や
る
気
も
出
て
い
ま
す
。

寿
命
が
長
い
日
本
で
す
が
、
介
護
さ
れ
る
期

間
も
同
時
に
長
く
な
っ
て
い
る
と
『
北
野
大
塾
』

で
勉
強
し
ま
し
た
。
痩
せ
て
健
康
に
な
れ
ば
そ

の
期
間
も
短
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
健
康
は

自
分
の
為
」
と
言
い
ま
す
が
、
結
局
は
心
配
か

け
な
い
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
す
べ
て
人
の

た
め
に
な
る
こ
と
だ
と
痛
切
に
感
じ
て
い
ま
す
。

何
で
気
が
付
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
好
き

勝
手
、
わ
が
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
い
ま
さ

ら
な
が
ら
反
省
致
し
ま
し
た
。

さ
て
、
あ
と
は
タ
バ
コ
で
す
。
現
在
完
全
に

禁
煙
し
て
1
か
月
。
世
の
た
め
人
の
た
め
家
族

の
た
め
、
究
極
の
健
康
ジ
ジ
イ
を
目
指
し
、
さ

ら
な
る
精
進
は
続
き
ま
す
。

赤
沢
　
　
滝
沢
　
好
美
さ
ん
（
50
歳
）

ダイエット目的で無駄に丁寧に種を植えた自家ひまわり畑

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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み
な
さ
ん
、
毎
年
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
。

実
は
、
健
診
を
受
け
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な

い
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
結
果
を
も
う
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
年

齢
を
重
ね
る
ご
と
に
体
重
が
増
え
て
い
る
、
お

な
か
周
り
が
増
え
て
い
る
と
い
う
か
た
は
い
ま

せ
ん
か
。

メ
タ
ボ
は
た
だ
の

　
　
　

肥
満
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

肥
満
と
い
う
よ
り
は
腹
囲
の
増
大
に
注
意
が

必
要
で
す
。
な
ぜ
腹
囲
な
の
か
と
い
う
と
、
お

な
か
周
り
に
あ
る
内
臓
脂
肪
が
過
剰
に
た
ま
る

と
血
圧
・
脂
質
・
血
糖
な
ど
を
悪
化
さ
せ
る
働

き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
を
放
置
し
て
い

る
と
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
最
悪
な
場
合
、

心
筋
梗
塞
等
の
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
糖
尿
病
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
メ
タ
ボ
」
判
定
を

　
　
　

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

　

メ
タ
ボ
に
該
当
し
て
い
な
い
か
健
診
の
結
果

を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

太
っ
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

　

メ
タ
ボ
の
危
険
…

　

メ
タ
ボ
ま
た
は
メ
タ
ボ
予
備
群
に
該
当
さ
れ

た
か
た
は
普
段
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
該
当
し
な
か
っ
た
か
た
も

数
年
分
の
健
診
の
結
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
少

し
ず
つ
で
も
数
値
が
悪
化
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

運
動
や
食
事
な
ど
の
習
慣
を
見
直
し
、
体
重
や

お
な
か
周
り
が
増
え
な
い
よ
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
で
心
臓
病
や
脳
卒
中
に
な
る
リ
ス
ク

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

太
り
に
く
い
食
習
慣
の
ポ
イ
ン
ト

・
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る

・
遅
い
夕
食
に
注
意

・
野
菜
・
海
藻
類
・
き
の
こ
類
を
先
に
食
べ
る

・
よ
く
か
ん
で
ゆ
っ
く
り
食
べ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
た
め
に

　

運
動
を
増
や
す
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
日
常

生
活
の
中
で
必
要
な
労
働
や
家
事
な
ど
の
「
生

活
活
動
」
を
少
し
増
や
す
こ
と
で
も
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
増
や
せ
ま
す
。

超
ハ
イ
リ
ス
ク
！

　
　
　
　

た
ば
こ+

メ
タ
ボ

　

た
ば
こ
の
煙
は
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
る
た

め
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
の
心
臓
病
、
脳

卒
中
の
発
症
リ
ス
ク
は
吸
っ
て
い
な
い
人
に
比

べ
て
２
～
４
倍
以
上
で
す
。
こ
こ
に
メ
タ
ボ
が

加
わ
る
と
動
脈
硬
化
は
さ
ら
に
進
行
し
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
と
は
…

　

メ
タ
ボ
予
備
軍
や
該
当
者
を
対
象
に
保
健
師

や
管
理
栄
養
士
等
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
約
半
年
間
、
健
康
維
持
や
改
善
に
取
り
組
み

ま
す
。
取
組
み
内
容
に
つ
い
て
は
み
な
さ
ん
の

生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
方
法
を
一
緒
に
考
え
、

継
続
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
対
象
の
か
た
に
は
健
診
の
結
果
に

特
定
保
健
指
導
の
案
内
を
同
封
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
外
の
か
た
で
も
、
お
な
か
回
り
が
気
に
な

る
、
血
圧
が
高
く
な
っ
て
き
た
な
ど
健
診
結
果

で
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
左
記
連
絡
先

に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課
健
康
班　

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

２項目以上該当
メタボ
基準該当 腹　囲

男性 85㎝以上
女性 90㎝以上

血　糖
空腹時血糖 110mg/dL 以上   または

HbA1c6.0％以上

血　圧
収縮期 130mmHg 以上  または / かつ

拡張期 85 mmHg 以上

脂　質
中性脂肪 150mg/dL 以上  または / かつ

HDL コレステロール 40mg/dL 未満

１項目以上該当
メタボ

予備群該当

こ
れ
に

加
え
て

３
項
目
の
う
ち

心臓の収縮期に血圧は最大となり、心臓の拡張期に血圧は最低となる。前者を収縮期血圧または最大血圧、後
者を拡張期血圧または最低血圧と呼ぶ。
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変
化
観
音
の
如
意
輪
観
音
菩
薩

津
南
町
で
は
、
ど
こ
の
集
落
の
墓
地
に
い
っ

て
も
必
ず
見
ら
れ
る
観
音
菩
薩
で
す
。
場
所
は
、

先
祖
を
祀
る
墓
標
を
囲
む
石
仏
の
１
つ
に
如に
ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
野
仏
の
里　

つ
な
ん
』
で
は
個
人
の
墓
地

の
如
意
輪
観
音
菩
薩
を
除
き
、
路
傍
に
建こ
ん

立り
ゅ
う

さ

れ
た
如
意
輪
観
音
菩
薩
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ

の
数
は
43
体
あ
り
ま
し
た
。

津
南
町
に
は
、
文
字
碑
の
ほ
か
に
、
２
臂ひ

・

４
臂
・
の
像
容
の
あ
る
如
意
輪
観
音
菩
薩
が
建

立
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
臂
像
の
建
立
が
多
く

あ
り
ま
す
。
建
立
年
月
日
の
刻
さ
れ
た
如
意
輪

観
音
菩
薩
10
体
の
う
ち
、
１
番
古
い
の
は
宝
暦

５
年
８
月
（
１
７
５
５
）
で
大
場
集
落
に
あ
り

ま
す
。

如
意
輪
観
音
菩
薩
の
像
容
を
観
察
す
る
と
、

右
手
を
頬
に
あ
て
て
思し

惟ゆ
い

の
姿
を
と
り
、
左
手

は
垂
下
さ
せ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
手
に
は
、
如に
ょ

意い

宝ほ
う

珠じ
ゅ

を
持
ち
、
半
開
の
蓮
華
や
念
殊
、
輪
宝

を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
２
臂
か
ら
６
臂
ま
で
像

容
は
多
様
で
す
。

新
潟
県
下
の
石
仏
探
訪
に
参
加
し
て
、
そ
の

折
々
に
メ
モ
し
た
な
か
か
ら
如
意
輪
観
音
菩
薩

の
説
明
を
読
み
返
し
て
み
ま
す
と
以
下
の
よ
う

な
こ
と
が
解わ
か

り
ま
し
た
。

庶
民
が
石
造
の
如
意
輪
観
音
菩
薩
を
建
立
し

た
の
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
で
す
。
当
時
は
２

臂
の
像
容
の
建
立
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。

同
じ
よ
う
な
思
惟
像
の
姿
を
し
て
い
る
弥み

勒ろ
く

菩
薩
（
津
南
町
に
は
あ
り
ま
せ
ん
）
が
あ
り
ま

す
が
混
同
す
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。
弥
勒
菩
薩

の
足
の
組
み
方
は
半は
ん

跏か

趺ふ

ざ坐
（
左
足
を
右
足
の

股
の
上
に
乗
せ
右
足
を
垂
下
さ
せ
る
足
の
組
み

方
）
で
す
か
ら
、
如
意
輪
観
音
菩
薩
と
は
っ
き

り
区
別
が
つ
き
ま
す
の
で
混
同
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

地
域
を
忘
却
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
が
、
如

意
輪
観
音
菩
薩
を
十
九
夜
供
養
塔
（
月
待
ち
供

養
塔
）
と
し
て
、
二
十
三
夜
塔
と
同
じ
よ
う
に

女
人
講
で
建
立
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。（
津

南
町
の
女
人
講
で
の
建
立
は
不
明
）

如
意
輪
観
音
菩
薩
の
柔
和
な
容
姿
で
女
性
的

で
あ
る
の
で
婦
人
の
信
仰
に
向
い
て
お
り
、
お

産
の
主
尊
と
し
て
、
ま
た
、
子
育
て
の
観
音
菩

薩
と
し
て
の
信
仰
も
あ
り
ま
し
た
。

「
如
意
輪
陀だ

羅ら

尼に

経き
ょ
う

」
で
は
、
在ざ
い

世せ

間か
ん

・
出し
ゅ
っ

世せ

間か
ん

の
２
つ
の
法
を
説
き
、
前
者
で
は
富
貴
・

資
財
・
威
徳
」
な
ど
を
成
就
さ
せ
、
出
世
間
で

は
、
福
徳
・
知
恵
を
得
て
慈
悲
心
が
増
し
、
人
々

を
苦
か
ら
救
う
と
説
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

大
人
の
お
菓
子
作
り
教
室

「
簡
単
・
可
愛
い
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の

　

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
講
座
」

作
っ
て
み
よ
う
！
食
べ
て
み
よ
う
！

「
フ
ラ
イ
パ
ン
で
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
ノ
ン
タ
ン
ク
ッ
キ
ー
」教
室

津南町　大場

如意輪観音菩薩

　

今
回
の
Ｔ
ａ
ｐ
大
人
の
お
菓
子
作
り
教
室
は

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
挑
戦
し
ま
す
。
事
務
局
で
準
備
し
た
ふ
ん

わ
り
ス
ポ
ン
ジ
を
ロ
ー
ル
し
て
、
と
っ
て
も
素

敵
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

11
月
25
日
㈮　

19
時
～
21
時

■
会　

場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

ど
な
た
で
も
（
中
学
生
以
下
の
希

望
者
は
保
護
者
同
伴
と
な
り
ま
す
。）

■
参
加
費　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員　
　
　

２
，
５
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・
三
角
巾

■
定　

員　

10
名
程
度

■
お
申
し
込
み　

11
月
18
日
㈮
ま
で
に
Ｔ
ａ
ｐ

事
務
局
ま
で
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

　

Ｔ
ａ
ｐ
で
は
子
ど
も
育
成
事
業
を
開
催
し
て

い
ま
す
。今
回
は
絵
本「
ノ
ン
タ
ン
の
た
ん
じ
ょ

う
び
」
を
題
材
に
親
子
で
一
緒
に
「
ノ
ン
タ
ン
」

ク
ッ
キ
ー
を
作
り
ま
す
。
絵
本
に
出
て
く
る
心

の
こ
も
っ
た
お
い
し
そ
う
な
ク
ッ
キ
ー
。
こ
ね

た
り
、
伸
ば
し
た
り
、
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら

焼
き
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ク
ッ
キ
ー
の
生
地

に
米
粉
を
使
用
し
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
。
講

師
に
Ｊ
Ａ
つ
な
ん
女
性
部
米
粉
研
究
会
の
お
母

さ
ん
を
お
招
き
し
て
い
ま
す
。
美
味
し
く
作
る

コ
ツ
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
！

■
日　

時　

11
月
12
日
㈯　

13
時
15
分
～
16
時

■
会　

場　

津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対　

象　

保
育
園
児
と
そ
の
保
護
者

■
参
加
費　

Ｔ
ａ
ｐ
会
員　

一
家
庭
８
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員　

一
家
庭
１
，
２
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・
三
角
巾
・

フ
ラ
イ
パ
ン
（
24
～
26
㎝
）
そ
こ
が
厚
め
の
も

の
、
蓋
が
あ
る
と
な
お
よ
い
で
す
。（
な
け
れ

ば
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
対
応
）

■
定　

員　

10
組
程
度

■
お
申
し
込
み　

11
月
１
日
㈫

ま
で
に
Ｔ
ａ
ｐ
事
務
局
ま
で

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
そ
の
他　

詳
細
は
保
育
園
に

お
配
り
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Tap 事務局
【TEL】765-5776
【FAX】765-3596

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

233
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農
業
委
員
会
の

窓

今
年
の
お
米
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
８
月
〕

　

25
日　

第
26
回
総
会

　
　
　
　

畑
作
作
況
調
査

〔
９
月
〕

　

12
日　

稲
作
作
況
調
査

　

27
日　

第
27
回
総
会

　
　
　
　

振
興
部
会

　
　
　
　

農
政
部
会

〔
10
月
〕

　

１
日　

狭
山
市
民
農
業
体
験

　

５
日　

企
画
会
議
・
広
報
部
会

　

12
日　

現
地
研
修
会

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
10
月
〕

　

25
日　

第
28
回
総
会
・
進
行
部
会

〔
11
月
〕

　

11
日　

中
越
協
議
会
研
修
会

　

19
日　

狭
山
市
農
業
祭

　

21
日　

農
業
委
員
大
会

　

25
日　

第
29
回
総
会

ー
平
成
28
年
度
作
況
調
査
概
要
ー

　

農
家
の
皆
さ
ん
稲
刈
り
は
終
わ
り

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

　

津
南
町
農
業
委
員
会
で
は
、９
月

12
日
に
町
内
18
か
所
の
水
稲
作
況
調

査
を
実
施
し
、圃
場
の
予
想
収
量
を

検
見
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
米
は
検
見
し
た
段
階
で

は
、昨
年
の
出
来
を
上
回
る
も
の
で

し
た
が
、９
月
中
旬
頃
よ
り
、停
滞

前
線
の
影
響
で
雨
が
続
き
、当
初
予

定
し
て
い
た
時
期
に
稲
刈
り
で
き
ず
、

お
困
り
に
な
っ
た
方
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大地に生きる

　平成 14 年に就農し今年で 14 年になりました。メインは養豚（母
豚 150 頭）そこで出た堆肥を使いスイートコーン（10ha）、にん
にく（0.7ha）その他に水稲を 1.2ha 栽培しています。
　養豚では母豚のフリーストール飼育に取り組んでいます。こ
のおかげで足腰の強いお母さんから元気な子豚が産まれていま
す。スイートコーンは「鬼もろこし」と言う名前で販売しており、
甘くて美味しいと評判です。10 年すれば一人前と言われました
が、まだまだ半人前で試行錯誤の毎日です。

島
しま

田
だ

　福
よしのり

徳さん（宮野原）

津南のコシヒカリを
手狩りで収穫
ー狭山市民農業体験ー

　10 月 1 日 に 秋 空 の 元、
狭山市民が稲刈り体験に来
町されました。
　今年は、例年よりも多く
の方から参加をいただき、
手刈りによる稲刈り体験を
しました。
　体験後には、津南の野菜
を使った手料理やコシヒカ
リを食べてもらい、津南の
おいしさを味わっていただ
きました。
　今回収穫したお米は精米
をして 11 月に狭山市で開
催される農業祭で参加者に
配られます。

↑ 11 月 19 日に開催される狭山市農業
祭で津南の魅力をアピールしてきますよ。

平成28年度産米
コシヒカリ検査状況

（10月11日現在　JA津南町）

【１等米比率】………………… 83.9％
【格落理由別比率】
…………………10月11日現在検査中
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

今年の出だしは小雪の影響や水不足の心配もありま
したが、皆さま稲の刈り入れを無事に終えられたでしょ
うか？

新米はおかずがなくても食べられると言われますが、
見た目も楽しく、美味しいご飯を作ってみませんか！

ということで今号は「おにぎらず」をご紹介します。
その名のとおり握らず作るものです。ブームとなりま
したがまだ作ったことのない人もいらっしゃるのでは
ないでしょうか？ ぜひお試しください♬
①全形のり（一枚分）の中央に茶碗半分のごはんを薄

く広げお好みのおかずと残りのごはんをのせ包みま
す。（のり一枚で包みます）

②ラップに包み、しばらくしてから切ると切り口のき
れいなおにぎらずの出来上がりです。

※具は彩りを考えてレタス、卵は定番ですが、焼き肉、
きんびらごぼうなども美味しいですよ。

収穫の秋、「ごはん」を楽しみましょう！

私たちアドバイザーも所属している「津南町生活改善
グループ連絡会」では、12 月 6 日㈫午前中に総合セン
ターで『太巻き寿司と飾り巻き寿司』の研修会を行い
ます。興味のある方はおいでください。詳しくは役場
地域振興課農林班 765-3115 まで。

お知らせ

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー　大関　和子（加用）

　
草
津
街
道
は
、
中
津
川
に
沿
っ
て
南
北
に
走

る
街
道
で
す
。
信
濃
川
と
中
津
川
が
合
流
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、
中
津
川
の
源
流
で
あ
る
野の

反ぞ
り

湖こ

・
草
津
温
泉
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

　
見
倉
ト
ン
ネ
ル
の
外
側
（
中
津
川
側
）
に
道

の
な
ご
り
が
確
認
さ
れ
、和
山
の
大
畠
か
ら
は
、

エ
ラ
ク
ボ
平
の
下
を
通
り
、
檜
俣
川
を
渡
り
、

九
十
九
曲
が
り
を
上
り
、佐
武
流
川
を
渡
っ
て
、

ジ
オ
サ
イ
ト
№
27

草
津
街
道

見倉トンネル外側の草津街道

掻き網を使った信濃川での鮭漁の様子（昭和初期）

渋
沢
ま
で
進
み
山
道
に
入
っ
て
野
反
湖
ま
で
の

道
の
り
で
す
。
和
山
の
街
道
入
り
口
に
は
、「
安

政
三
年
辰
八
月
」
の
彫
り
の
あ
る
馬ば

頭と
う

観か
ん

音の
ん

が

た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
和
山
の
観
音

堂
に
移
さ
れ
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
草
津
街
道
は
、
中
世
に
は
、
官
道
・
軍

道
と
し
て
、
日
本
海
（
上
越
市
高
田
）
か
ら
関

東
地
域
へ
抜
け
る
重
要
な
街
道
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
鈴
木
牧
之
も
こ
の
草
津
街
道

を
通
っ
て
見
玉
か
ら
湯
本
（
現
在
の
切
明
）
ま

で
旅
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
か
つ
て
は
信
濃
川
や
中
津
川
で
捕
れ

た
鮭
や
鱒
を
草
津
温
泉
ま
で
運
ぶ
た
め
に
多
く

の
往
来
が
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
雑
木
が
生
い
茂
っ
た
り
土
砂
く
ず

れ
な
ど
で
寸
断
さ
れ
た
り
し
た
箇
所
も
あ
り
ま

す
が
所
々
に
そ
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。
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on Inform
ation

●秋季企画展
　「氷河期を生きた狩猟・採集民の世界」
　会期／9月3日㈯～11月13日㈰
　津南段丘を舞台に活動した人

類の歴史は、約3万年前までさか

のぼります。氷河期でもある旧

石器時代の資料を、津南町から

出土したものを中心にご覧いた

だきます。

●『津南学』第5号刊行のお知らせ
　津南の自然・文化・民俗・歴史などの魅力を凝

縮した『津南学』の第5号が刊行されました。

　なじょもん・文化センター・歴史民俗資料館

などで、1,500円(税抜)でお買い求めいただけ

ます。

●「クリスマス展」作品募集中
　11月26日㈯〜12月25日㈰の会期で、クリス

マス展を開催します。只今、クリスマスをテー

マとした手作り作品を募集しています。あなた

のオリジナル作品を、なじょもんで展示してみ

ませんか？詳しくは、なじょもんホームページ

（http://www.najomon.com）または、お電話で

お問合せください。

■人口10,109（−24）　男4,910（−7）　女5,199（−17）

■世帯数3,550（−5）　■転入／ 12　■転出／ 18　■出生／ 3　■死亡／ 21　■婚姻／ 010月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

秋季企画展の様子

『津南学』第5号

昨年のクリスマス展の様子

仲野　琴
こと

葉
は

（陣場下）	 哲矢さん
	 ゆかりさん

大平　晴
はる

（割野）	 達也さん
	 裕加里さん

山田　咲
さく

良
ら

（陣場下）	 匠さん
	 結希さん

桑原　隆
りゅう

太
た

（貝坂）	 隆宏さん
	 悠さん

榎本　溢男さん	 （81歳・十二ノ木）

藤ノ木シズイさん	（91歳・太田新田）

柿﨑　シマさん	 （99歳・芦ケ崎）

樋口　武儀さん	 （75歳・正面）

田中　圭子さん	 （89歳・外丸）

板場　ハルイさん	（93歳・割野）

藤木　シズヱさん	（90歳・大割野）

根津　カノさん	 （88歳・赤沢）

久保田　柳治さん	（90歳・羽倉）

大平　キイさん	 （92歳・割野）

半戸　政枝さん	 （92歳・中子）

根津　清さん	 （65歳・十二ノ木）

磯部　トヨさん	 （96歳・割野）

涌井　芳子さん	 （75歳・岡）

滝沢　すみ子さん	（94歳・赤沢）

11 月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈷
10:00～12:00 コウゾのおかき 無料 高学年から

13:30～15:30 なじょもんの植物でツル編み 300 中学年から

5日㈯ 10:00～11:00 トチあんぼづくりⅡ（灰合わせ） 無料 低学年から

6日㈰ 10:00～15:30 本格アンギン編み一日体験 1,500 中学年から

12日㈯ 13:30～15:30 木の実のリースづくり 800 低学年から

13日㈰ 13:30～15:30 トチあんぼづくりⅢ（あんぼづくり） 800 低学年から

19日㈯ 13:30～15:30 種の工作 300 低学年から

20日㈰ 13:30～15:30 小枝のクリスマスツリー 500 低学年から

23日㈷ 13:30～15:30 ろうそくのランタンづくり 1,000 中学年から

26日㈯ 10:00～12:00 大人の石器づくり 500 高学年から

27日㈰ 10:00～12:00 そば打ち 800 中学年から

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

で
し
た
が
、ア
メ
ダ
ス
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

こ
の
夏
は
昨
夏
と
比
べ
８
・
９
月
の
降
水

量
が
約
２
倍
で
し
た
。雪
が
少
な
い
年
は

雨
が
多
か
っ
た
り
、も
し
か
し
て
年
間
の

降
水
量（
雨
や
雪
・
あ
ら
れ
な
ど
を
す
べ

て
水
に
換
算
し
た
数
字
）に
す
る
と
降
る

量
は
変
わ
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

終
わ
っ
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
は
ま
た
、一
年
の
計
に
。	

小
島
裕
輔

　

秋
の
長
雨
が
続
き
ま
し
た
ね
。
農
家

の
み
な
さ
ん
は
稲
刈
り
時
期
と
重
な
り
、

気
を
も
ん
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

26
頁
の
農
業
委
員
会
の
窓
か
ら
に
よ

る
と
、収
穫
が
遅
れ
10
月
11
日
現
在
、米

の
比
率
調
査
も
ま
だ
結
果
が
出
て
い
な

い
よ
う
で
す
。思
い
返
せ
ば
昨
冬
は
少
雪

津南町防災メールに登録しよう！

［登録用メールアドレス］　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

津南町に関する防災・気象情報の他、
火災・道路・クマの目撃情報等をメールにて配信!
■登録方法
QRコードを読み込むか下記のメールアドレスへ空メールを送信。
※迷惑メール設定の指定受信アドレス　info-tsunan@mail-mag.netQRコード
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この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真  

「
暖
」と
い
う
字
の
つ
く
り「
爰
」は
、

手
を
さ
し
の
べ
て
引
く
と
い
う
動
き
か
ら
作
ら
れ
た

そ
う
で
す
。先
日
の
ほ
む
ら
ま
つ
り
で
の
一
枚
、手
を

繋
い
で
暖
を
と
る
親
子
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。


